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層知恵の言葉として知られる啓示は今から約150年 前 に与えられた。

本号では教義と聖約89章 の啓示 と，その教えに従う者に与えられる

数々の祝福，現代の医学者の見地などを学ぶ。知恵の言葉に従う末

日聖徒の多くは長寿を保ち，人生を楽しんでいる。
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知識を知恵に
第一副管長

マ リオ ン ・G・ロム ニー

何
年か前ある人が，アメリカ海軍将校

ド

であ り，北極探検家であったロバー

ト・ピア リーの極点への旅 に関する記事 の

中で，今 の時代 にも通ずる重要 な事柄 を述

べていました。

「この旅行で 〔ピア リーは〕日が出てい

る内は北極へ進み続 けた。夜になって，そ

の時の緯度 を測定するために，到達地点の

位置 を確認 し，彼は非常に驚いた。朝いた

地点よりもはるかに南だったのである。

1日 中北に向かって進 んでいた と思 って

いたのだが，彼が走 っていたのは大きな氷

山の上だった。 そしてその氷山は海流 によ

って南へ流 されていたのである。

皆が この氷山の上 にいて，ある方向に進

んでい るのに，基盤 その ものが着実に別の

方向へ進 んでいるというようなことを，私

は時々思うことがある。

我々は驚異的なスピー ドと勢いで発明発

見への道 を進 んでいる。それはピア リーの

極点征服 も色あせるほどのものである。医

学，工業技術，食糧供給，機器，研究技法，

製法 などの面での， この50年 間の進歩はそ

れ以前の500年 の進歩を上回るものである。

しか し，同時 に，我々が足を置いている

基盤 その ものは，海流 に流 されて，着実 に

後退 しているかに見 える。それで も，社会

的な潮流は理解するにはあまりに深 く大 き

過 ぎて，それを抑えることな ど，なおさら

不可能である。

我々は歴史上の この時期 における人類の

状態の緯度 を知 るために， 自位置を測定 し，
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「1日中北に向かって進んでいたと思っていたの

だが，彼が走っていたのは，海流

によって南へ流されていた

大きな氷山の上だ

った。」
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自分たちが父や祖父の時代 より 『はるかに

南』にいることを知 って， ピア リー以上 に

驚 き，度を失っている。

20世 紀 もすでに3分 の2を 経ているが，

その歩みは，19世 紀の夢や 目標か らの大 き

な逆行 を証言 している。我々は今，自然を

征服 し，人類 の将来 を左右する力 を持つ新

たな技術を手にしなが ら所期の目標 からさ
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らに遠ざか っているようである。」(Sydney
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これまでに，かつてない進歩を遂げ，現在

もその進歩 を続 けています。 これ らの分野

にお ける知識 の集積速 度 は非常 に早 く，

人々 はほ とん どそれに追 い付けない状況に

あ ります。 しか し， それ らの知識の多 くは

実用 に移 され，実際 に私たちの生活様式を

変 えています。

別の分野での知識の伸長 もあ ります。人

間の個人的な行動，対人関係 などに関する

知識です。 しか し残念 なことに， この領域

で獲得 した知識は先の例の ように有益な目

的のために応用されていないようです。 そ

の良い例が，肺 ガン発生率を非常 に高める

とい う事実があるにもかがわらず，一向に

やむ ことのない喫煙の習慣 です。家族関係1

とい う分野で も，そ の例 を挙げる ことがで

きます。離婚の原因， それが もたらす害悪

については，すべての人が知 ってい ます。

また結婚生活のカウンセラーや福祉機関な

ども，非常 に多 くの働 きをしています。に

もかかわ らず，離婚率 は今 なお上昇の一途

をた どってい ます。

これ らは，「歴史上 のこの時期 における人

類の状態の緯度 を知 るために， 自位置 を測

定 し， 自分たちが父や祖父の時代 より 『は

るかに南』 にいることを知 って， ピア リー

以上 に驚 き，度 を失 っている」 とい う判断

の裏付 けとして引 き合いに出される多 くの

事例の中のふたつに過 ぎません。

さて，私が これ までに述べてきたのは，

別に目新 しい ことではあ りません。現代 の
へいそく

閉塞的な状況 は多 くの人が認 めているとこ

ろであ り， これ までにも数多 くの解決案が

提唱 されて きました。国際連合 に希望を託

す人 もいます。教育 こそ問題解決への鍵 だ

と言 う人 もいます。 また，経済 に関する知

識 だという人 もいれ ば，軍備 だと言 う人 も

います。

これ らの提案がそれぞれ に効能を有 して

いることは疑 いあ りません。 しか し私の考

えでは これ らの どれ ひ とつ， またすべて

を一緒に採 り上げた として も，致命的な弱

点を直す、ことはで きないで しょう。なぜで

しょうか。それは これ らの提案の中には，

故意 にか偶然 にか， その弱点に対す る考慮

がなされてないか らです。すで に述べたよ

うに，その致命的な弱点 とは個々人の行動

や，地域的，国家的，国際的レベルでの人

間関係 に関する知識 を有効に応用する力が

ない という点です。前にタバ コの例を挙げ

ましたが，多 くの人 を俗的な生活の中へ巻

き込んでいる不道徳な行ないについても同

じです。

程度の差 はそれぞれに違 いますが，同 じ

ことが正直 とい うことを初 め，他の道徳的

な原則 について も言えます。世 の多 くの人

人は，人を とりこにするサタンの教えにつ

いて知 っていることを，知恵 をもって実践

に移 してい く力を少 しも持 っていません。

彼 らは， 自分の力の用い方 という点におい

て，まるでかえるのような反応 を示します。

急に熱いお湯の中に入れ られたか えるは，

す ぐにそ こか ら飛び出すそうです。 ところ

が，水の中に入れて，その器をス トーブの

上にか けてお くと，煮 えたて られて死ぬま

で， その中にい続けるということです。道

徳の問題で，多 くの人々はかな り熱 くなっ
つ

ているお湯の中に漬かっているのではない

でしょうか。

多 くの人々が，私たちのたったひとつの

希望は，神 とその戒めに立ち返 る・ことだと，

正 しい指摘をしています。例 えばチャール

ズ・リン ドバーグは若 い頃には，「科学は人

間よりも神よ りも大切」で，「高度 に発達 し

聖徒の道/1983年11月 号 3
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アメリカの飛行家チャールス ・リンドバーグはこう言って

います。「現代人は科学の物質的な力を，神の霊

的な真理によって方向づけなけ

ればなら1ない。」
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た科学がなければ，生存のための力を持つ

ことがで きない」 と考 えていた と言 ってい

ます。 しかし，第二次世界大戦後 に ドイツ

を訪れた彼 は，かつて世界 の科学の先頭 に

立っていたその国が，爆撃 によって受 けた

被害の有様 を目の当た りにし， こう言って

います。「私は 〔そ こで〕，人類が生 き延び

てい くには，現代人は科学 の物質的な力 を，

神の霊的な真理によって方向づけなければ

ならない ということを学 んだ。」(ノ～6召吻湾

Z)勾召s云，Febfuary1964，pp.95-96)

もち ろん私たちはこうした考えに同意す

るものです。 しかし，こうした考 えも，タ

バ コと肺ガンについての統計的データや離

婚や道徳的堕落に関する報告 と同様 に，具

体的な成果 となって表われてい ません。 そ

4
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の ような行ないをする人々 は，「信心深い様

子 をしなが らその実を捨てる者」(IIテモ テ

3：5)な の です。 これ らの統計の数値 も

報告書 も，一人一人の習慣 を変えた り，道

徳や理性の面にお ける確実 な低下 を食 い止

めることはありません。

私は人間が手 にしている膨大な知識，物

質面での進歩，未解決の問題，道徳の低下

について考 えた結果，現代 の様 々な問題は

知識 の不足 よりも，知恵の不足に大 きくそ

の原因を発 しているという結論に達 しまし

た。私たちが今本当に必要 としているのは，

何が知識を知恵に変えるのか を知 り，それ

を身につけることです。

ある辞典 は，知識 とは 「理解すること，

認識すること，知 っている事柄」，科学 とは

「特に自然界の法則な どを組織体系化 した

正確な知識」，また情報 とは，「特 に読書，

観察な どを通 して，伝達，取得する知識」

であると定義 しています。そして， それら

と区別 される知恵 については，「特 に実生

活，行動面において，物事を正 しく判断し，

対処 してい く能力」 と定義 してい ます。今

の時代が堕落 しつつあるのは， この能力が

不足 しているところに原因があ ります。知

識を知恵 に変えるこの能力の発達は，主の
と も

教会の一員 とな り，聖 きみた まを伴侶 とし，

その導 きを受ける人々に祝福 のひ とつとし

て与 えられ るものです。

知識が 「理解する こと，認識する こと，・

知っている事柄」であ り，知恵が 「特 に実

生活，行動面において，物事 を正 しく判断

し，対処 してい く能力」であるとすれば，
い きよ

知恵 は知識 を基 とし，知識 に依拠 してい・る

ということにな ります。

モルモン経は特に，神の知恵をその知識

に関連付 けて述べています。人 を救 うため

の神 の計画 に関連 して， リーハイは こう書

いています。「万物は万物を知 る者の全智に
よ な じ

由って成った。」(II二 一 フ ァイ2：24)神

の 完全な知恵が，万物への知識 によって成

った ものであるように，人間の知恵 も，そ

の知識の上 に成 り立つ ものです。 しかし人

間はすべての事柄 を理解 していないために，

前 にも述べ ましたが，無知 の部分がかな り

あ り，知恵，すなわち 「実生活，行動面」

での…… 〔既知の〕知識 に欠けたままの状

態 にあ ります。

人間は大 きく分けて，ふたつの点で知恵

に不足しています。第1は 万物 を理解 して

いるわけではない とい う点，第2は ，既得

の知識 を最大限に活用する能力 を持 ってい

ない という点です。

では，進歩向上の望みはあるのでしょう

か。あ ります。ひ とつの道が確かにありま

す。その道 とは，生 ける真の神 を知 ること

です。

詩篇の作者 はその答 えを，「主 を恐れるこ

とは知恵 のはじめである」(詩 篇111：10)

と述 べています。私 はここで用 いられてい

る 「恐れること」 という言葉について少 し

調べ ましたが， それは決 して恐怖感 という

意味ではない ことを， はっきり申し上げた

い と思い ます。詩篇の作者が この言葉 を用
い けい

いて表現 しようとしたのは 「畏敬」の念な

のです。辞書の中で も 「恐れ」の定義のひ

とつ として，「畏敬」とい うことが書かれて

います。ですか ら， もっと分か りやす く書

けば，「主を恐れ敬 うことは知恵のはじめで

ある」 ということにな ります。

畏敬の念，すなわち深い敬度な思い とい

うことについて少 し考えてみましょう。 こ

こに言 う 「深いゴ とは心の底か らのという

意味です。敬度は真の宗教 の核 となるもの

聖徒 の道/1983年11月 号 5
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です。本当に敬度な人 とば，神 と神 にかかわ
うやうや

りのあるすべての ものに対 して恭 しい態度

をもって，心か らの礼拝 を行 ない，神を愛
ゆだ

し，信頼 し，祈 り， 自分 を委ね，霊感を受

ける人です。主の霊感 は神に対 して心か ら

の敬度な思いを持つすべての人 に与 えられ

てきました し，今 も与えられてい ます。

知恵の重要な働 きのひ とつに，正 しい判

断をする ということがあ ります。正 しい判

断をす る時に主か ら与えられる霊感 は，無

知，すなわち知識の足 りな い点 を補 って く

れ ます。実際にそ うい・う ことが よくあ りま

す。例 えば，、まった く初 めての土地 に来て，

ある交差点に来た人がい るとします。 どち

らへ進んだ ら良いのか藪った く分か りませ

ん。そういう場合でも，，神 の霊感 を受 ける

之 とができます。そして ， まるですべてを

知 り尽 くした人の ように，正 しい決定 をす

ることがで きるのです。な ぜでしょうか。

神がすべてを御存 じだか らです。神か ら与

えられ る霊感は，完全な知恵のひ とつの表

われなのです。

神からの霊感 は知識の不足を補 って くれ

るだけでな く， 自己訓練 を通 して，個人的

な行動，対人関係の面で も，知識 として知

っている最 も高度な標準に従 うよう励 まし

を与えて くれ ます。別な言い方をする と，

それは私たちに，知恵 と知識の区別 を判断

する力 を与 えて くれるのです。

確かに詩篇の作者 の，畏敬の念は 「知恵

のはじめである」 という言葉は霊感によっ

て与えられた ものです。

言 うまでもない ことですが，未知 のもの

に対 して敬度の念を抱 くことはで きません。

逆 に言 うと，神 に対 して最 も深 い畏敬の念

を持っている人 は，神 を最 もよ く知 ってい

る人 とい うことにな ります。

問題全体 を要約するとこういうことです。

つま り，今の世の中に知恵が不足 している

のは，人々が神 を知 らないか らなのです。

神を宣べ伝 えている人々にしても，全部が

全部，神 を知っているとは言い切れない状

態です。神 を知 らない内は，他の知識 をど

れほど多 く得 ても心の混乱が続 きます。

すべてを御存 じの主は，今の世の中を予

見 し，はるか昔，予言者イザヤを通 して，

この時代 の人々について，次のように宣言

されました。「賢い人 の知恵 は滅 び，さとい

人の知識 は隠され る。」(イ ザヤ29：14。 二

一 ファイ27：26参 照)主 は現代 において
，

この ことを確認 し，人の知恵は滅び，悟 り

は価値のない ものになったと語 っておられ

ます。 そして，人々が知恵 を無 くし，主を

捨てた理由を，次のように具体的に挙 げて

います。
うち た

「彼 らは主の義 を打建 てんために主 を求

めずして， あらゆる者おのが心の ままに振

舞いおのれ らの神の姿 を求 むれ ども， その
かたち

姿 は人の世の像f一 … な り。」(教 義 と聖約

1：16)

主 は また，知恵のない人々が行 き着 く先

を，繰 り返 し明確に教 えてお られ ます。私

は，その行 き着 く先 は，決 して心安 まる所

で も，楽 しい所で もない と，はっきり申し

上げてお きたい と思います。

もし人が 自分の生涯 において知恵を求め

たい と思 うな ら， まず第一 に，主 を求 めて，

「主の義を打建 て」なければな りませ ん
。

そして自分 に罪があることを自ら悟る必要

があ ります。そして真心から正直な目的 を

もって，主 を呼び求 めるのです。(II二 一 フ

ァイ31：13参 照)「求 めよ，そうすれば，与え

られるであろう」(マ タイ7：7)と い う言

葉は昔 も今 も変わ ることのない公理であり，

6



識命命繭命命命繭命命繭繭{繭 繭 繭{幽 命 命 繭 繭 知識を知恵に

約束です。ほかに方法はありません。そし

てこれを行なうな ら，神 を知 る知識へ と導

かれ ることでしょう。そして，その知識が

元 になって，詩篇の作者が知恵の初め と言
い けい

った 「畏敬の念」が湧いて くるのです。

神は人類を この脱出口に導 くために，今

の神権時代に再び，御 自身 と蹟い主なる愛
あら

子 イエス ・キ リス トを顕わ し，神 を知 りた

い と願 う人が歩 まなければならない道を，

自ら啓示 して下 さいました。まず最初に私

たちは，主御 自身が定められた方法，つま

り，祈 りと，現代 と古代 に与 えられた神 の

み言葉，特に現代の啓示 を学ぶ ことによっ

て，神を求めなければな りません。祈 りを

し，聖典 を学ぶな らば，永遠 の父なる神 と

御子イエス ・キ リス トの信仰 に導かれ ます。

第二段階は悔 い改めです。そ して，信仰 と

悔 い改めの後 に くるのがバプテスマであ り，

続いて聖霊が付与され ます。イエス ・キ リ

ス トの福音 に定め られた これ らの第一原則

と儀式 を受 け入れ， それに従い，神の戒め

を守 り通すな らば，神 を頭の中で理解する

だけでな く，みた まを通 して理解すること

も可能になるのです。それは知恵の始 まり

と言われる畏敬の念 を基 として与 えられる

ものです。 こうして与 えられる知恵 は，個.

人 的な問題の解決へ と導いて くれ ます。 し

かし，さらに多 くの人がこの知恵 を得 るなら

ば，今の時代が直面 している大 きな問題を

解決す ることもで きるのです。

私 は，知恵を養 うことは， この教会の会

員が目標 とすべ き非常 に重要な事柄 である

と，強 く訴 えたい と思い ます。私たちは，

主の霊感を通 して与 えられる知恵の重要性

を理解することができなければ，高価 な真

珠を見失って しまうこ とになるでしょう。

私たちがそれを見失うことなく，その大切

さを心に刻み込むように願 うものです。

ホ ー ム テ ィ ー チ ヤ ー ヘ の提 案

担当家族 との話 し合いの中で，以下の点

を強調するとよいでしょう。

1.

2.

3.

4.

5.

現代 の様々な問題は知識の不足 よりも，

知恵の不足 に多 くの原因を発 している。

私たちが今本当に必要 としているのは，

何が知識を知恵 に変えるのかを知 り，

それを身につけることである。

神 を知 らない内 は，他 の知識 をどれほ

ど多 く得て も心の混乱 が続 く。

知識を知恵に変えるこの能力の発達 は，

聖霊の導 きを受けることによって得 ら

れる祝福であ る。

主に対す る心か らの畏敬の念は知恵の

始 まりである。

知恵の重要な働 きのひ とつに，正 しい

判 断をするということが ある。正 しい

判断をする時に主か ら与 えられる霊感

は，無知，すなわち知識の不足を補っ

て くれ る。神から与 えられ る霊感 は，

完全 な知恵のひ とつの現われである。

話し合いを進めるために
1.

2.

3.

主 か ら知恵 を授か ることについて， 自

分が感 じていることを話す。家族にも

感 じていることを話 して もらう。

このメ ッセージの中に，家族に読んで

もらった り，話 し合 った りす るとよい

聖句や言葉はないだ ろうか。

訪問する前に，家長 と話 し合 ってお く

必要はないだろうか。定員会指導者や

監督 から家長にあて られたメッセージ

はないだ ろうか。
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年前に授けられ
た健康の律法

ジュ リー ・アバ ン ト

教
会初期 の頃から幾多の末 日聖徒の生

活 に影響 を及ぼ して きた知恵の言葉

は，約150年 前 に授け られた啓示である。

ことの始 まりは，1833年 ，オハイオ州 カ

ー トランド
。 タバコの汚れが染み付 き， も

うもうたる煙が こもる部屋での ことで，エ

マ ・ス ミスが夫の予言者 ジョセ フ ・ス ミス

に，主にうかがいを立 てて欲 しい と促 した

のが発端 となった。その答 えとして与 えら

れたのが，現在 の教義 と聖約89章 ，すなわ

ち知恵の言葉 として知 られる啓示である。

知恵の言葉は初 めか ら教義 と聖約 の89章

に収 められていたわけではない。1835年 版

の教義 と聖約では80章 に，1845年 版 では81

章 に収め られていた。89章 になったのは，

1876年 版 以後 である。 この戒めは，過去1

世紀半の間，教会員 に長命 と，健全 な生活

とをもた らしてきた。

1868年 にブ リガム ・ヤング大管長 はこう

語っている。「私 はその時そこにいて直接目

撃 したわけではないが，すべての教会員 と

同様，知恵の言葉が与 えられている元 とな

った様 々な背景 を知 っている。」

そしてヤ ング大管長は，予言者 ジョセ フ・

ス ミス とその妻エマが，ニ ューエル ・K・

ホイッ トニーの店に隣接す る部屋に住んで

いた時のことを話 している。彼 らの台所は，

ジ ョセフ ・ス ミスが啓示 を受 け，最初 に予

言者の塾 として，兄弟たちに教 えを与 えた

部屋の下 にあった。

「兄弟たちは11×14フ ィー トほ どしかない

小 さな部屋で開かれる塾 に出席 しようと，

はるばる数百マイルの旅 をしてやってきた。

そして朝食 の後 でこの部屋に集った時，彼

らは まずタバ コに火をつけた。そしてタバ

コの煙の中で神 の王国の偉大な教義を語 り

合 ったのである。部屋中至る所 にタバ コの

煙がただよっていたのである。パイプのタ

バ コがな くなるや，今度はかみタバコであ

る。 このような状態だか ら，予言者が講義

聖徒の道/1983年11月 号 13
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をしに部屋 に入る と，部屋の中が煙でかす

んでいることが しばしばあった。

この ことと，彼の妻が床が非常 に汚れて

いつ，も掃除をしなければな らない と不平 を

こぼしたことか ら，予言者はこの件につい

て思いをめ ぐらし，長老たちがタバ コをす

うことに関 して主に伺いを立 てた。その結

果下 されたのが知恵の言葉 として知 られる

啓示である。」(ル%7㎜ 」ヴ撚60%鴬6s，Vo1。12，

P.158)

しか し，1800年 代 初期の社会生活や商取

引上の習慣は，決 して知恵の言葉に対する

良い土壌 とは言 えなかった。酒，タバ コ，

コーヒー，紅茶な どは必需品 と考えられ，

取 り引 きのための手段 として用い られる こ

ともよくあった。

契約に応 じ， ウイスキー，タバ コ， コー

ヒー，紅茶な どが賃金や債務 の支払いの一

部に当て られることも少 な くなかった。開

拓者たちは，草原の野生動物 や数多 く飼育

していた牛の肉に，毎 日の食生活のかな り

の部分 を依存 していた。したが って，ある

人たちにとって，肉を控えるように とい う

新 しい啓示 を受 け入れ るのは困難 な ことだ

ったのである。

多 くの人々は，ヤング大管長が総大会の

席上公式に宣言 した1851年9月9日 まで，

その啓示を戒めとしては考 えていなか った。

(〃1づIJ6，z%勿JS如7，Feb.1，1852〉 しかし，

ジョセフ ・ス ミスは 「教会歴史」第2巻 ，

482ぺ 一 ジの中で，1837年5月28日 の教会の

総大会において，会員たちは 「知恵の言葉

をその言葉通 りに守 ろうとしない人や，守

っていない会員 とは，交わ りを持たない と

聖徒の道/1983年11月 号

150年 前に授けられた健康の律法

満場一致で決議 した」 と書いている。

ジョー ジ ・Q・ キャノン副管長は1892年

11月15日 の 「ジューブナイル ・インス トラ

クター」の記事の中で，多 くの教会員が「幸

福や健康，体力の維持に関するこれ らの律

法の重要性を認識 して」いなかった ようで

あると述べ，さらにこう続 けている。「古 く

か らの習慣が彼 らに染み付いていて， それ

をぬぐい去るのは困難なことの ように思え

た。」

キャノン副管長 はその後で， こう約束 し

ている。「神の民が心身両面で，地上のあら

ゆる民に秀でた者 となるには， まだ時を待

たなければな らないが……私たちは他の民

が受 けていると思われるより大 きな守 りを

約束 されている。 しか し，その約束 には従

い守 るべき一定の条件がある。 もしそれ ら

の条件を守 るなら，約束が効力 を生 じ始め

る。」

統計による数字は， この約束が果たされ

ていることを証明 している。例 えば，ユタ

州では人 口の7割 が末 日聖徒であるが，モ
りかん

ルモンの肺ガ ン罹患率は全国平均の65パ ー

セ ン ト以下である。ユタ州内のモルモ ンで

ない人々の肺ガン罹患率は，全国平均 とほ

ぼ同数字 を示 してい る。ユタ州 にお ける

1981年 度 の タバ コ消費料は，1日 平均6.5

本。 それに対 して，全国平均は53パ ーセン

ト高い，10本 である。

統計は また，知恵の言葉 を守 っている人

人は心臓発作，卒中，その他致死率の高い病

気の発生率が低 いことを示している。例 え

ば，ユタ州のモルモ ンの心臓発作による死亡

率は全国平均を35パ ーセ ン ト下回っている。
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●特集/知恵の言葉

タバコタアルコールを幾つかの

病気との関連性から考える
ジョン・H・ホルブルック博士

医
学 はタバコ，アル コールの摂取が，

心臓病，ガン，肺気腫，慢性気管支

炎，肝更変 などを含 む幾つかの病気からく
はいしつ

る早死，廃疾 との関連性を示す証拠 を提供

している。 また，あま り一般には公表 され

ていないが，タバ コやアルコールな どに含

まれる物質が神経系統に数多 くの悪影響 を

及ぼすことを明 らかにしている調査 もある。

火の付いたタバ コは，数千種類 もの化学

製品 を生産 する工場を小 さくしたようなも

のである。1日1箱 タバ コを吸う人 は，1

年 に5万 回以上紫煙 を吐 き出 し，脳 を含む

数々の器官 に，実に様々な種類の物質 を送

り込む。タバ コか ら発生す るニコチン，一

酸化炭素， シアン化水素 などの物質 は，神

経系統 に有害な影響 を及 ぼす。

ニコチンは神経系統を刺激す ると共に，

その機能を抑制 し，他 の器官にも関接的に

悪影響を及ぼす。またニコチンは喫煙の習

慣化 を促す大 きな要因である とも考 えられ

ている。

一酸化炭素は有毒ガスであ り
，細胞への

酸素の運搬，供給 を妨 げる。 タバ コを吸 う

人の血液中の一酸化炭素の量は，吸わない

人 の2倍 か ら15倍 はある。血液 中の一酸化

炭素は微量でも知覚機能の低下やめまいに

16

似た症状を引き起こす。

シアン化水素は細胞の呼吸を妨げ，細胞

内の酸素量を減少させる毒素である。
きようさく

喫煙は脳や心臓の動脈 狭 窄の促進 とい

う危険性を，さらに増大させる。こういっ

た血管の障害は脳への酸素供給量の低下や

脳卒中の原因となる。タバコを吸い，なお

かつ経口避妊薬を服用する女性は，ある種

の脳卒中において，20倍以上の発病率を示

している。喫煙，肺気種，慢性気管支炎な

どによる肺疾患は，脳への酸素供給を妨げ

二酸化炭素過多をもたらす。それによって

引き起 こされる脳機能の障害は，知覚麻痺，

昏睡状態へと進むこともある。

タバコから出る有害物が子宮内に及ぶと，

胎児の神経系統に悪影響を及ぼす。妊娠期

間中に喫煙 した女性が出産する子供は，タ

バコを吸わない女性から生まれる子供 より

も小さい。 この胎児の成長の遅れは，頭部

の大きさを含め，あらゆる面に及ぶ。長年

の調査の結果，妊娠中に喫煙していた女性

から生まれた子供は，知能，感情，行動面

における成長が，タバコを吸わない女性が

出産 した子供より遅いということが明 らか

にされている。妊娠中に喫煙していた女性

数千人を対象としたイギリスのある調査で

k
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は， そうい う女性たちの11歳 になる子供 た

ちは，そうでない女性か ら生 まれた子供 た

ちと比較 して，読書や算数の力，一般的な

能力 において，数カ月遅れているという結

果が出ている。

要約すると， タバ コか ら生 じる物質 は，

神経系統 の組織 と機能に有害な影響を及ぼ

す ということである。 また，タバ コには神

経系統に悪影響 を及 ぼす と思われ るもので，

まだ十分に研究 されていない物質が数多 く

含 まれている。 それ らの物質が及ぼす影響

については，現在の ところ， まだ研究段階

にある。

タバ コと対照的に，アルコール性飲料に

含 まれ る物質で，医学的に重要なのは，エ

タノールだけである。エタノールは神経系

統の機能を低下 させる。エタノールはまた，

理解力，判断力，理論的な思考力 を鈍 らせ

る。急性 アル コール中毒の症状 は，軽い も

のではろれつが回 らな くなった り，体がふ

らついた りするなどか ら，重症 になると昏

睡状態や死 に陥るものまで実に様々である。

そしてアルコールの常用をやめると， けい

れん，幻覚，てんかんな どの発作 を起 こし

た り，外傷や病気の感染，循環器系の障害

によって死 に至 ることもある。 ほとんどの

慢性 アルコール中毒患者 は，バ ランスの取

れた食生活 をせず， そのために，ペラグラ

病，脚気，壊血病，貧血 などの栄養不足に

よる病気 を悪化 させ るケースが多い。
まっしょう せき

これ らの疾患 は通常・末 梢 神経系・脊
.ずい

髄，脳などの機能に影響を及ぼす。アルコ
ール中毒患者は，脳機能の部分的，また全

般的な低下をもたらす神経病に対する自覚

がほとんどない。

聖徒 の道/1983年n月 号

最近，アルコールが胎児に及ぼす悪影響

について も多 くの事柄が知 られるようにな

って きている。 アル コール中毒者 を母 とす

る幼児 には，最 も深刻 な影響が出ている。

その幼児たちは精神的な発育がかな り遅れ，

様々な先天性の疾患があるようである。発

育中の胎児を守るためには，母親 にどこま

でアルコールの摂取が許容 されるか という

明確な線はまだ出されていない。そのため

に，医師は妊娠期間中の飲酒 を避 けるよう

妊婦に勧めている。

タバ コに して もアルコールにして も常用

癖がつきやすい ものである。喫煙者の多 く

はで きればタバ コをやめたいと思 っている

が，それ を試みて成功 した人の数は2割 以

下である。タバ コの禁断症状 として顕著 な

のは，タバ コヘの強い欲求，不快感，不眠乳知

覚障害，心拍の減少，脳波の異常などである。

生理的 な異常 は普通数 日で終わるが，精神

的な症状はその後 も長 く続 くことがある。

タバ コ，アル コールの常用者は情緒的に

も感情的に も，そして知的な面において も

高いつけを支払わされることになる。

結論 を言うな らば，タバコやアルコール

は胎児，幼児，成人を問わず神経系統 に数

多 くの悪影響 を及ぼす。 これ らを口にしな

い人々 は，精神的 にも最大の喜びを味わい，

さらには 「知恵 と知識の大 いなる宝まこと

に隠れたる宝 を見出」す ことができる。

*ユ タ大学の内科学準教授を務めるホルブ

ルック博士は，喫煙と健康に関する医学誌

の編集者であり，アメリカ全国ガン学会顧

問でもある。
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●特集/知恵の言葉

現世の生活にかかわる

律法と主の民
ロイ ・W・ドクシ ー

ア
ダムか ら主御 自身によって選ばれた

弟子たちの時代 に至るまでの，聖書

に登場する人々 と同 じように，末 日聖徒は，

自分たちも今の世 にあって主 を代表 してい

る ことを理解 してい ます。予言者 ジ ョセ

フ ・ス ミスに与 えられた啓示を通 して，古

代の契約の民に知 られていた真理が， より

明確な形で現わされました6そ のひ とつの

例が，知恵の言葉 として知 られ る，1833年

2月27日 に与 えられた啓示です。

予言者 はこれ まで，啓示 を通 して，人 に

永遠 の救 いをもた らす知識 と共に，現世 に

おける幸せをもた らすための律法 も与え続

けてきました。主はまた， この啓示の序 と

して，現世での救い と霊的な救いの両方 を

強調 し，次 ゐように言われました。「われ に
い

かかわるすべては霊のことな り。われは何
つ かつ

時た りとも，「い まだ嘗て俗世の事 にかかわ
お きて いましめ

る律法を与 えたることなし。・…一わが誠命

は霊 に関わるものなればな り。」(教 義 と聖

約29：34-35)

ある種の物を口にしないようにとの制限

は，イスラエル人たちにも与えられてい ま

した。 その制限が与 えられたのは，特 に，

彼 らの生活背景が原因で した。モーセの律

法のほかに，よ く知 られているのは，ダニ

エル とその友の例です。彼 らは捕 らわれの

境遇 にあ りましたが，「王の食物」やバ ビロ

ンのぶどう酒 を取 らず，野菜だけで過 ごす

ことを許 され ました。彼 らはバ ビロニア人

たちよ りも健康で，「神 は知識 を与 え，すべ

ての文学 と知恵 にさとい者 とされた。」(ダ

ニエル1：17)

現 代 の知恵の言葉 も， これに従 う人 には

肉体 と霊の両方 に祝福 をもた らします。有

害な物を口にせず，正 しい食生活をし，な

おかつ他 の戒めにも従 うならば，報 いが与

えられ ます。

教義 と聖約89章 の初 めの3節 は，本文 の

啓示 に先立ち，「霊感 による序言，予言者 に

よる説明」 として書かれた ものです。 こう

書いてあ ります。「挨拶に送るべ き言葉にし
よ

て誠命 または強制 に依 らず して啓示 と知恵

の言葉 によりて語 られ……」

知恵の言葉が与 えられた時，多 くの人々

はこの序言のゆえにポ それを義務 として守

るべ きだ と考 える必要 はないと思い ました。

なぜ主 は， この啓示は義務 として守るべ き

戒めである と明示 されなかったので しょう

か。

1921年 か ら1951年 にかけて十二使徒定員

会会員 として働いたジョン ・A・ ウイッツ

オー長老 は，特 に教会が西へ移動 した後 の

聖徒たちの困難な状況が，それに対す るひ

とつの答 えを示 している と言いました。

「この開拓者たちの入植地では
，総 じて
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食物は豊富であったが，種類 はあま り多い

とは言えなか った。肉がかな りの部分を占

めていた。穀類 も大体 において入手可能で

あった。ただ野菜 と果物 は不足 していた。

泥酔するような例 はほ とん どなかったが，

気付 けのためo自 家製 の酒， ま左タバ コ

(とは言 っても大体 はかみタバ コである)，

そして紅茶， コーヒーなどを用いることが

よくあった。 これ らの物 は，手 に入る場合

は， 自由にまた よく用い られていた。 しか

しほとんどは人体 の生理 に関する正確な知

識 の欠如 に起因する肉体的な苦痛である。

こういった物で永続的な解放 を得 ることは

で きないの は もち ろんで あ る。」(ルs勿h

S窺 鉱h，S66舵74舵7丁 耀孟h，Prophetof

God，Bookcraft，1951，p.198)

ジ ョセフ ・F・ ス ミス大管長 による， も

うひ とつの答えを見 てみ ましょう。

「知恵の言葉が 『誠命 または強制』 によ

らないもの どして与 えられた理 由は明 らが

である。少 なくとも当時， それが戒めのひ

とつ として与 えられていた としたら，，これ

らの有害な物 を常用 していた人 たちは，罪

あ りと宣告されることになったのである。

それで主は，憐 みを垂れ，人々をその律法

の下に置 く前 に，克服す る機会を与 えられ

たのである。」・(Co瞬z6%06Rのo"，Oct.

1913，p.14)

1846年 か ら1869年 に，やは り十二使徒定

員会会員 として仕 えたエズラ ・T・ ベ ンソ

ン長老は次のように言っています。「主が知

恵の言葉 を戒 めとして与 えてお られた とし

たら，果た して私たちの中の どれだけの人

がここにいただ ろうか。私には分からない。

しか し主 は，御 自身の民がその教えに従う

聖徒の道/1983年11月 号

なら， それは喜ばしい ことである と.して，

戒 めで も強制で もない もの として与 えられ

たのである。私たちは主 を喜 ばせ ようとし

ないでよい ものだ ろうか。」(和 鍛η認 げ

Z)魏o麗鴬6s，11：367，Apr.7，18綿7)

ブ リガム ・ヤングは大管長 の時に，，聖徒

たちに次の ように話 しました。

「なぜ その欲求を抑え
， 自制 し，、キ リス

トの律法の下 に従わせ ようとしないのだろ

うか。どうしてなのだろうか。『た とえ罪に

定められて も， どうして もタバコはやめら

れない』『罪だ と言われて も，コー ヒーはや

め られない』『そのために地獄に落 とされる

として も， これとあれ は絶対にやめられな

い』 などと言 う人がいるが，それは天父に

向かって，『私はあなたの ことなど何 とも思

っていません。 あなたの戒 めに従おうとも

思いません。 自分の道 を進み，好 きなよう

にやるだけです。た とえあなたの怒 りを買

って も， 自分のや りたい ことは大事 にして

い く積 もりです』 と言うの も同然なのであ

る。その ような道 を選 ばずに，神がすべて

の人に与 えてお られるみた まに聞き従おう

で はないか。みたまは何が善か，悪を避け

るにはどうした らよいかを教 え，すべての

人 に，私が命 じたように行なわなければな

らない，私が キリス トの軍の長であり，司

令官 であ る，私 に従 いな さい と語 りかけ

る。」(ル%7%1`ゾ 銚60%7s6s，9：257，Mar.

16，1862)

後 に十二使徒定員会の会員たちは，ヤン

グ大管長が総大会において，知恵の言葉の

啓示は戒 めであると宣言したことを，聖徒

た ち に 再 確 認 きせ ま し た。(Brigham

Young，Jr.， 〃71ム6ηκ勿JS如 勿57：82，Feb.
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●特集/知恵の言葉
いましめ ず

1883年のr誠命の書」は現在の教義と聖約の墓であり，知恵の言葉の啓

示を含んでいた。現在r誠命の書」は教会歴史部か保管している。

7，18951FrancisM.Lyman，Co瞬 惚noθ

R匂ウoガ，Oct.1908，P.55)

知恵 の言葉はその啓示が与 えられて以来，

すべての教会員 によって，常に守 られて き

た というわけではあ りません。初期におい

ては多 くの人々が知恵の言葉4)順 守につい

てなまぬるい受 け止 め方をしていましたが，
よ

「誠命 または強制 に依 らず」 という言葉 を

その弁明 としていたように考 えられ ます。

この啓示の霊感による序言の中には，知恵

の言葉の目的が次の ように書かれています。

「啓示 と智恵の言葉によ りて語 られ，末の
お

世に於けるすべての聖徒らに与えらるるこ
みむね

の世の救いの中にある神の方式 と御 旨とを

公 にするものなり。
ある

すなわち， これらは今聖徒 と呼ばれ，或

いは聖徒と呼ばれ得る者にして虚弱なる者，

およびすべての聖徒中最 も虚弱なる者の
ち か ら も

能力に適応する約束 を有 てる原理 として下

さるも のなり。」(教 義 と聖約89：2，3)

以前 か らの習慣を断つのは困難な ことで

あ り， また，一部の人は明 らかにそれ を戒

め として考 えてい ませんでした。 にもかか

わ らず この律法 に従おうと努めた忠実 な当

時の聖徒たちは，現代の信仰ある聖徒 と同

じように，豊かに祝福 を注がれ ました。彼

らはこの世 における救 い(健 康，経済面な

どの)と 霊的な救い(「知恵 と知識の大 いな

る宝まこ，とに隠れたる宝」)を 受 け， さら

に， その主のみ こころを守るべ きことは，

十分明 らかにされているとの理解 を得たの

です。彼 らはその主のみこころを受 け入れ

ました。 それは現代における と同 じように，

戒めに対す るとまった く同じ姿勢で した。

(2節)

「わた しにむかって 『主よ
，主 よ』 と言

う者が，みな天国にはいるのではな く，た
み む ね

だ，天 にいますわが父の御 旨を行 う者だ け

が，はいるのである。」(マ タイ7=21)

ヒー バ ー ・」 ・グラ ン ト第7代 大管 長

(1918-1945)が 教会 を管理 した時代には，
お

教会員 はこの 「末の世 に於けるすべての聖

徒 らに与 えらるるこの世の救 いの中にある

神の方式 と御 旨」(教 義 と聖約89=2)に 従

う必要が ある と大 いに強調され ました。 グ

ラン ト大管長 は， この啓示は戒めである と

何度 も強調 しました。

それ よりもはるか以前， ジョン ・テイラ

ー長老が ブリガム ・ヤ ング大管長の後 を継

いで大管長 となった時に，総大会において

教義 と聖約 と高価 なる真珠 に対 して教会員

の承認 を求める提議がなされ ました。 それ

までこのふたつの聖典に幾つかの追加削除

があ り，大管長会がそれ らに関して教会員

の承認 を得 るべきだ と判断したのです。 こ

の時の提議の中には，教会 にその順守 を求

める次の ような言葉があ りました。「これ ら

の書 と，そ こに書かれている事柄 を神か ら

与 えられたままに， また，一個の民，一個

の教会 として我々に義務 を課す ものとして

受 け入れ る……。」(力%7%」 π獅oη ，Oct.

10，1880)

主 は過去の時代 には，民に憐みを示 して

こられました。 しか し，長年 にわたる教会

の指導者，献身的な両親の働 きによって，

この戒めに対す る従順 の度合 を引 き上げて
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くる ことがで きました。 またそれ を通 して，

多 くの祝福が忠実な人々に注がれて きまし

た。末 日聖徒は霊的な救い と共 に， この世

における救いに も心を配る民 として知 られ

てい ます。 また，多 くの場合アルコール，

タバコ，茶， コーヒー，有害な薬物を口に

しない民 として も，人々に知 られています。

予言者エゼキエルは末 日の神 の民につい

て予言 しました。 その時，神 はイスラエル

の子孫 を国々の中か ら集め，神はその民の

生活を通 して人々 に知 られます。その予言

とはこうです。「わた しがあなたがたによっ

て，彼 らの目の前 に，わたしの聖なること

を示す時，諸国民 はわた しが主であること

を悟る。」(エ ゼキエル36：23)

*教 会 コー リレーション査閲部長の ドクシ

ー兄弟 はブ リガム ・ヤング大学宗教学部の

前部長であ り，知恵の言葉に関する著作 も

ある。

知恵の言葉と
そのガン予防上の効果

チャ ール ス ・R・スマー ト博 士

タ
バ コ，アル コール，熱い飲料，肉の

取 り過 ぎは健康 に良 くないと教 える

知恵の言葉が与えられたのは1833年 で ある

が， この知恵 を裏付ける科学 による素晴 ら

しい証明がなされるようになったのは， よ

うや くこの30年 ほどの ことである。同 じこ

とがガンの問題についても言 える。
り かん

過去5年 問にモルモ ンのガン罹患率の低

さ， また末 日聖徒が人口の70パ ーセン トを

占めるユタ州 におけるガン発生率の低 さに

ついて，数多 くの科学的な記事が書かれて

いる。

非常に面白いのは，そういった調査の多

くが，教会員ではないユタ外部の研究者に

よってなされている点である。 それ らの研

究者の多 くは，知恵の言葉の教 えがガンの

多 くの危険性 を避ける上で効果がある とい

う事実を認 めている。アメ リカのガ ンによ

る死亡率 は全死因の20パ ーセン ト，年間に

約44万 人の死者数である。

ユタ州 は性別，年齢別 に見 ても，ガンに

よる死亡率は他の どの州 より低い。

喫煙を発生因子 とす るガンによる死亡率

は最 も低 く，アメリカ全体の平均値 を48パ

ーセン ト下回っている。

数多 くの研究の結果，喫煙者 と非喫煙者

を比較 した場合，前者 はほぼすべての種類
り かん

のガンにおいて高い罹患率を示しているこ

とが分かってきている。部位別の発生率を
こうしん いんとう こうとう

見る と，口唇，舌，咽頭，喉頭，食道，肺

など，直接 タバコの煙 に接す る部分が最 も

高い。

しかし，煙 に直接触れない離れた部位で

も，高い発生率を示 している という興味深
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●特集1/知 恵の言葉

い事実 もある。例 えば，非喫煙者 と比べた
ぽうこう

場合，喫煙者の膀胱ガン罹患率は5倍 ，ま
すいぞう

た，腎臓ガンは2倍 以上，膵臓ガンは1.7倍

で ある。

タバコ と密接な関係にあるガン，すなわ
こうこう こうとう

ち肺ガン， 口腔ガ ン，舌ガン，喉頭 ガンは，

禁煙することによって90パ ーセン ト以上 を

防 ぐこと，がで きる。

(過去に，喫煙者が吐 き出す煙 を非喫煙

者が吸い込 んで も，何の害 もない という主

張がなされてきたが，現在 では， タバコの

煙はそれを吸 うすべての人に有害である と

いう証拠が出されている。それは危険度の

違いだけである。煙 を吸 う量が多ければ多'

い ほど，ガン発生の確率 も高 くなる)

喫煙 と関係 あるガンの多 くは，特 に口腔，

舌，喉頭，食道，胃などの部位 において，，

飲酒 とも関連 している。両者の関連性は非

常に密接で，ガン発生率 の統計的研究 にお

いても，切 り離 して考 えることは困難であ

る。

ここ3.，4年 の間に，膀胱ガン，膵臓ガ

ンとコー ヒーの飲用 との因果関係 について，

示唆 に富む証明がなされつつある。 この因

果関係については，アメリカでの数多 くの

研究 によって立証 されつつあるが， まだ確

証の段階 までには至 っていない。
しっかん

女性の胸部の繊維細胞の疾患が， コーヒ

ーの飲用 と関連があるということは， これ

までにも言われて きた。幾つかの研究結果
ほうのう

によると2、胸部 に包嚢 性疾患を持つ女 『生は

乳ガ ン罹患率が高い ともいう。 しかし，お

そらくこれは特殊なタイプの包嚢性疾患を

持つ，ごく少数の事例のみに関して言 える

ことと思われる。 コー ヒーとの因果関係に
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ついては， これ らの予備調査を裏付 けるた

めの研究が続行中である。

知恵の言葉 はタバ コやアル コールを口に

しない ように戒 める と共に，肉を過度 に用

いないようにとも教 えている。ある種のガ

ンは肉の取 り過 ぎと関係がある。例えば結

腸ガン，直腸ガンな どである。 このふたつ

はアメ リカの部位別ガン発生率においては

高位にある。一方，繊維性の食物 の摂取 は，

そうしたガンの発生を抑 える とい う研究報

告 もある。

乳ガ ンの発生率 は，太 り過 ぎの女性に高

く，動物性脂肪の摂取によって増減す るコ

レステロール とも幾分かは関連性があるよ

うである。

25歳 以前の出産を促す声 とは裏腹 に，母

乳による子育てを避 けようとする風潮があ

るが，乳ガン発生の危険率 はこの25歳 以前

の出産， またおそらくは授乳によって も減

じられ るのである。

職業上の環境， また外的環境の中に存在

す る発ガ ン性物質の重要性 について，新聞

などで多 くの事柄が報 じられているが，ガ

ンを防 ぐ上 で考慮すべき最 も重要な事柄 は，

個々人 の生活様式 と，自分の体の中に悪 い

物 を取 り入れない健康 な生活 である。

ガンとの戦 いは決 して停滞 してはいない。

前へ前へ と進 んでいるのである。原因 も究
ち ゆ

明されつつある。治癒率 も向上 している。

*ス マニ ト博士 は，アメ リカ外科医師学会

ガン部会部長， ならびにソル トレーク ・シ

ティーのLDS病 院外科部長 を務める と共

に，全国ガン協会，アメリカガン合同委員

会の一員でもある。



人生を変えた

知恵の言葉
ウンベル ト・コン トラゾージ

あ
る日曜 日，タバ コを くわえ，いつ も

のブ ドウ酒を側に置 きなが ら，テ レ

ビの前に座 っている と，玄関の呼び鈴が鳴

りました。 ドアを開けると，ブルーのスー

ツに宣教師 と書いた名札を付けた，ふた り

の青年がいました。私がふた りを招 き入れ

た部屋にはタバ コの煙 とアル コールの臭い
いや

が充満 レていましたが，彼 らは嫌な顔 もせ

ず に，私の信仰 について尋ねて きました。

私 はまず，神 を信 じているかどうかを聞か

れました。

私は しば らく考 え込 みました。私は小 さ

い時にバプテスマを受 けていましたが，教

会 には全然行 っていませんでした。信仰な

ど何の値打ちもないと考 えていたのです。

ただ，私 は自分には良心があると思 ってい

ました し，誠実であ りたい という気持ちは

抱いていました。 ところが，口か ら出たの

は信 じているとい う言葉だ ったのです。彼

らはさらに言葉 を続 け，ジョセフ ・ス ミス

と回復 について話 し始めましたが，何か前

に聞いた ことがあるような気がしました。

得 も言われぬ気持ちが湧いて きて，私 はそ

のふた りの青年 に強い親 しみを覚 えました。

そして彼 らが祈 り始めると，涙があふれて

どうすることもできませんでした。胸が一

杯 にな り，張 り裂 けてしまうか と思 うほど

でした。

私たちは次の火曜 日にレッスンをする約

束をしました。 そしてその間，私はそれま

での自分の生 き方を，映画 を見 るかのよう

に思い起 こしました。20歳 になるまで，私

は酒 とは無縁の生活 をしてい ました。 とこ

ろが仕事上の失敗 と経済的な重圧があって，

私は最悪の事態に陥って しまいました。さ

らにそこへ，妻の病気 と遠隔地 での2年 問

の入院療養生活 とい う悲 しみが追い打ちを

か けました。 そして，私はアルコールに慰
びた

めを求 め，朝か ら晩 まで酒浸 りの生活 に落

ち込んでいったのです。 その上に，1日70

本 か ら100本 の タバ コをふか していたので

すか らたまりません。徐々にで したが， 自

分でも困惑するほどに，健康 をそ こねてい

ました。

一度は体 を治すために入院 しましたが，

医者 にも手の施 しようがな く，私はさらに

気をめい らせていきました。私 には良い仕

事 と素晴 らしい家族があ りましたが， この

悪い習慣から1ま何 とも抜け出せない状態で
おぼ

した。やけになって， もっ と酒に溺れた生

活 をし， 自殺 まで考えた こともあ りました。

開業医の治療 を受 けることも考えましたが，

その費用の工面が付 きませんで した。 ソレ

ンセ ン長老 とウォーターマ ン長老が私の生

聖徒の道/1983年11月 号 23



●特集1/知 恵の言葉

活の中に入 ってきたのは丁度そんな時だっ

たのです。

二度 目のレッス ンの時，ふた りの宣教師

は初 めて耳にするようなことをた くさん教

えて くれました。頭で理解することはで き

ませんでしたが，心の中で本 当だ と感 じる

ことができ.ました。 ところが，知恵の言葉

の ことを聞いた時はが く然 としました。 そ

して宣教師たちに言いました。「この私に酒

をやめさせる方法 なんてある と思うんです

か。私はこれまでいい と思った方法は何で

も試 してきました。で も何 ひとつ成功 しな

かったんですよ。」する と彼 らは，神 と主イ

エスを信 じるか どうか， また，レッスンで

学んだ ことを真実だ と思 うか どうか と尋ね

てきました。私 はうなず きました。

「それなら大丈夫
。 あなたにその気持ち

があるなら，私たち も手伝い ます。それに

神様 もその問題が解決で きるように，力を

貸 して くれますよ。ゴ「酒がやめられたら，

それ以上の喜びはあ りません。」彼 らの熱心

な勧めは，私に喜びと希望 と信仰 を持たせ，

私 も彼 らの言葉 に従 ってみ ようと心の底か

ら思いました。祈 りをすると少 しずつ 自信

が湧いてきて，それ までになか った勇気が

出てきました。そして，二度 とコニ ャック

は飲 まない と自分自身に約束 したのです。

ひどい苦 しみがあった ものの，私 はその約

束を守 り続 けることがで きました。長老た

ちの助 けと，低 くへ りくだることによって，

徐々にタバコと酒の量 を減 らしてい くこと

がで きました。それは簡単ではあ りません

で した。 しか し，主がそばにいて，助 けて

下 さっているのだ という気持ちでいました。

自分のなすべ き分を行なえば， この試 しの
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中でひとり放っておかれることはない と信

じていました。

ひ と月半経 ち，私 はついに酒 とタバ コを

断つ ことがで きるようにな りました。完全

に悪習を逃れた私は， これでバ プテスマヘ

の備 えがで きたと確信 し，妻 と一緒 に，1977

年12月28日 にバプテスマを受 けることに決

め ました。身 と霊を再新するバプテスマの

水 を出た時の私の心の中には，真の悔い改

めをするな ら，主は私 たちの罪 を赦 して下

さるという確信がありました。古い自分 を

脱 ぎ捨 て，自分自身への信頼感 と人々への

愛 を胸一杯 に満たして生 まれ変わった時の

喜びは， とても口で言い表 わせるもので は

あ りません。私は，すべての戒めに従 うと

いう決意を もって主に感謝 を捧げ，失われ

た時間をすべて取 り戻 したいと心の底か ら

思いました。

バプテスマの後，私の健康状態 は日に日

に良 くなっていきました。初めは，朝起 き

る時にひ どい頭痛や苦 しみがあ り， とて も

つ らい時期が続 きました。祈 りをした後は

落ち着いて夕方 まで仕事 に精を出す ことが

できましたが，次の日の朝になると， また

同 じ苦 しみが繰 り返 されました。・ところが

ある日のこと， 目を覚 まして気が付いたの

ですが， とうとう痛みがな くなっていたの

です。 それ以来， その問題で悩 まされたこ

とは一度 もあ りません。

バプテスマか ら1年 して，私たちは神殿

に行 くことがで きました。そして妻 と3人

の娘たちと結び固めを受けたのです。今私

たちの家族の心 は本 当に強 く結ばれていま

す。私は これ までチ ャレンジに満 ちた責任

をた くさん受けて きましたが，へ りくだ り
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ンリケ ・ダ ・パイシャオとウォルステア ・

ケイロシュ ・ダ ・パイシャオの間に生 まれ

ました。父はカ トリック教徒で，母 は結婚

する前はメソジス ト教会の活発な会員でし

た。 この家族が教会 を知 ったのは，チタの

叔父のひ とりで，前にブラジル・ポーツー・

アレグリ伝道部の伝道部長を務めたウォル

ター ・グエデス ・デ ・ケイロシュを通 して

でした。チタは1969年 ，11歳 の 時に母 とふ

た りの兄弟 と一緒 にバプテスマを受 けまし

た。

彼はスポーツが好 きで，教会や学校のサ

ッカーの トーナメント試合に出ました。 リ

トル リーグでの彼の活躍振 りは 「フラミン

ゴ」クラブの知 るところ とな り，彼 はリオ

デジャネイロを本拠 とするこのチームに入

団しました。そして1979年 にはナシ ョ.ナル

チームの選手に選抜 されました。

人気者チタの競技場内外での活躍や行 な

いは，報道陣からも好意的な扱いを受 けて

きました。 しか しチタはその名声を自分で

はな く教会の宣伝のために使 ってきました。

例 えば，彼はサ ンパ ウロ神殿での結婚 の予

定 についての記者会見の中で， 自分 と婚約

者 は神殿で結婚 し，永遠の誓約に入 る資格

を得 るために，一定の水準を守 った生活 を

しなければならないということを説明 しま

した。その時彼は，特に知恵の言葉の原則

について報道陣に語 りました。

チタは，姉妹 と共 に，神殿で交わした永

遠 の誓約 にふさわしい生活をしたいと言 っ

ています。 目標はほかにも，戒めを守るこ

と， 日々接する人々 に良い模範を示す こと，

伝道の機会を生かす こと， またプロ選手 と

しての生活 と教会 の標準 を調和 させ ること

な どがあ ります。

*ダ ・クーニャ兄弟はチタが所属する， リ

オデジャネイロ ・アンダレイステーキ部チ

ジュンカワー ド部の監督。

私 が コ・一ヒー を

やめるまで
ル イザ ・ビタ ロー 二

コ
ーヒーを飲 まな くなってか ら5年 に

な ります。コー ヒーの臭いをか ぐと，

浴びるように飲んでいた当時のことを思い

出 します。今 となっては， よくもあれほ ど

飲 んだ ものだ と信 じられない気持ちです。

私の1日 は必ず1杯 のコー ヒーで始 まりま



した。母親 として， また主婦 としての仕事

は， コー ヒーというエネルギー源がなけれ

ばとて も，できない とい うのが，その頃の私

の口ぐせでした。 そして，その最初の1杯

を飲 んで しまうと後 は，母が訪ねて きたか

ら， またエネルギー補給のために，一服入

れ るためにと，何で も理由にして，1杯 ま

た1杯 ととどまることがあ りませんぞした。

私は1日 の始 まりはコー ヒーで迎 えなけれ

ばならないという確信 と同時に，1日 の終

わ りもやはリコー ヒーで迎 えなければな ら

ないと信 じていました。理屈か ら言えばコ

ー ヒーは興奮剤だ とい うことは分かってい

ましたが，私 はコー ヒーを飲 まなければ絶

対 に眠れないと強 く信 じ込んでいたのです。
』今 にな

って思 えば，結局，コー ヒーびた り

の生活 をしていたのはそのへんに趣由があ

ったのではないか と思い ます。 しか し，そ

れだけコーヒーを飲 んでいて も，別に体が

悪 くなるような こともありませんで した。

ふた りの宣教師の訪問を受け，福音 につ

いて聞かされるまで，私はコーヒー と健康

の ことを真剣に考えた ことはあ りませんで

した。私 は彼 らのメッセー ジと，バ プテス

マのチ ャレンジを喜んで受け入れ ました。

宣教師は私に，バプテスマを受 けるには，

知恵の言葉を受け入れ，当然 コー ヒー もや

めなければならないと説明 して きました。

彼 らのその言葉 に私 は別に驚 くこともあ

りませんで した。 そのチ ャレンジに応 える

心構 えはできていたのです。 しかし夫や娘

たちはびっ くりしました。彼 らは私の生活

の中でコーヒーが どれ ほど大事 なものか を

知っていたか らです。ーそ して，そんなこと

ができるはずがない と思っていました。
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しか し，私 の内面の何かが変化 していた

のです。私は福音 のメ ッセージを信 じ，そ

のすべての教 えを受 け入れ ました。そうし

てい くにつれ，生活の中に安 らぎが もたら

されるのを感 じ，主は私が戒めを守れるよ

うに助 けを与 えて下さることを知 りました。

もちろん， コー ヒーをやめるのは易 しく

はあ りませ んでした。私の体はコーヒーに

慣 らされ きっていて，やめてから1週 間は

千鳥足のような状態で，足が震 えた り，腕

の力が抜けて しまった ような感 じでした。

しかし主の助 けによって， コーヒーを飲み

たい という気持ちはすでにな くなってい ま

した。 もちろん，コー ヒーポッ トに手が伸

びるような ことはあ りませんで した。それ

は とて も素晴 らしい気持ちでした。そして

私 は何度 も，ひざまずいてその助 けと力を

主に感謝 しました。宣教師たち も私が どん

な具合でいるかを見るために定期的に訪問

Fし
，励 まして くれ ました。危なっかし気に

私を見ていた家族は， とても具合がいい と

い う私の言葉を聞いて，いつ も驚いていま

した。

バ プテスマから今 までの5年 は幸せな日

日でした。私は妻や母 としての責任 を果た

す力 を与 えられ，その上，教会の数多 くの

責任 を果た して くることもできました。た

まには疲れを覚 えることもあ りますが，霊

にはいつも余力があ り，私を励 まして くれ

ます。知恵の言葉 と，その原則 の実践 を教

えて くれた福音に対する証 を持てた ことは，

とて も大 きな喜びです。

*ビ タロー二姉妹は ミラノ ・イタリアステ

ーキ部の扶助協会会長
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証を思の
起こず
ゴ ドフ レ ド・H・エ ス グエ ラ

魯
はなぜ教会に来な くなる会員がいる

のか考えて きましたが， それは 「忘

れる」か らだ との結論に達 しました。

私が言う 「忘れる」 とは，単 に何かが記

憶の中から消え去るという意味ではありま

せん。それは，何 らかの理由でみたまとの

触れ合いを熱心に求めな くなるという意味

です。その熱意を もう一度取 り戻すことさ

えできれば，再び活発な状態 に戻 れるよう

になるのではないでしょうか。

ひ とりの少年の話 をしたい と思います。

彼はお となではあ りません。 まだ14歳 の少

年です。 この少年 はある教会の会員 にな り

たい と思 ってい ましたが，その教会が本当

に神の教会かどうか確信が持てないでいま

した。様々な対立する考 えを聞かされ，彼

は混乱 して しまいました。ある日，聖書 を

読んでいる時 に，ひ とつの聖句が心に とま

りました。「あなたがたの うち，知恵に不足

している者があれ ば，その人 は， とがめも

せずに惜 しみな くすべての人 に与 える神に，

願い求めるが よい。そうすれば，与 えられ

るであろう。」(ヤ コブ1：5)

この短い聖句 に大 きな力 を感 じた彼 は，

そこに勧められている通 りに，神 に願い求

めようと決心 しました。光の柱 の中に現わ

れた もうた御父 と御子 にまみえ，祈 りへの

答 えを得た というこの少年の証 は，彼 自身
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の言葉 として高価 なる真珠の中に収め られ

てい ます。(ジ ョセフ ・ス ミス1：14-19)

そ うです， この少年 こそ，回復 された教

会の最初の予言者， ジョセフ ・ス ミスです。

これほどの経験 をした ジョセフが，その

聖なる森での出来事を忘れてしまうな どと

いうことが考 えられるで しょうか。

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会 は改宗者

の教会です。証を持つすべての教会員 はそ

れ を，聖霊 を通 して授 けられ ました。例 え

ば，多 くの改宗者はバ プテスマを受ける以

前か ら，何 らかの霊的な体験 をし，それに

よって，福音が真実である とい う証を得て

い ます。それは少年 ジ ョセフのような劇的

な示しではないで しょう。モーセが見た燃



えるしばのようで もないでしょうし，モル

モン経の神聖な起源を三人 の見証者に証 し

た天使モ ロナイの現われのようでもなか っ

たと思います。 しか し，いずれにせ よ改宗

者 は皆1聖 霊が訪れ，証 を与 えられ る時 に

感ずる，温か く愛 に満 ちた感情を味わって

いるのです。

私は この教会の会員になってすで に6年 ，

その間のほとん どを，指導的な立場の責任

で働いてきました。疲れる時 もあ ります。

意気消沈す る時 もあ ります。挫折感や無力

感 にとらわれることもあ ります。

しか しそういう時 に思い出すことがあ り

ます。7年 以上 も前のある夜のことです。

私はその時，主のみ前 にひざまず き， この

聖徒の道/1983年11月 号

教会が現在 この地上における真の神の教会

であること， また，モルモン経が神か ら授

けられた ものであ り， ジョセフ ・ス ミスが

確かに神の予言者であることを知 りました。

その時の ことを思い起 こすと，同時 に自

分が交わ した誓約，神 の偉大 さ，神が注い

で下 さった深い愛が頭 に浮かんできます。

そして，主が私のために大いなる苦 しみを

受 けられた こと，主が私 を心 にかけ， 日々

必要な ものをすべて与えて下 さったことも

思い浮かんできます。

あの夜の時 と同 じ証 を再び受 けて， これ

らのことを本 当に思 い起 こす時，私 は元気

を取 り戻 します。新たな力 と知恵が湧 き，

証が強め られ ます。 そして，神の王国をこ

の地上に築 くために，主 と共に働いている

ことに， また思い至るのです。

私たちは末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会

の会員 になる時，バプテスマの水に入 り，

主 とある誓約 を交わ します。その誓約の中

には，主のみ名 を受け，主を常に思い，戒

めを守 ることが含 まれています。主は， も

し私たちがそうするなら，みたまが常 にと

もにあると約束 しておられ ます。

私たちには皆なすべき業があ り，それぞ

れに使命 を与 えられています。 また果たす

べき約束があるのです。誓約 を思い起 こし，

霊的な体験を思い起 こしましょう。そして，

聖霊 を通 して与 えられた証を思い起 こし，

機会あるごとに，それを人々に分かち合お

うではあ りませんか。

*ゴ ドフレ ド・H・ エスグエラ兄弟 は公認

会計士であ り，教会ではカルーカ ン ・フィ

リピンステーキ部のステーキ部長を務めて

いる。
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中
央若い女性会長のイレイン ・キャノ

ン姉妹は，人 と人 との心の触れ合い

に精通 してい る人です。著述，編集，話術

において も卓越 した才能 に恵 まれた彼女は，

読者や聞 き手に自分の思いを分かち合 う能

力を持ってい ます。以下 の記事 にはキャノ

ン姉妹の著作，話， またインタビューな ど

の内容か らの抜粋が含 まれています。意思

の疎通に関 して，キャノン姉妹の言葉 は非

常に多 くのことを教 えて くれ ることでしょ
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う。

「人生は素晴 らしい冒険です
。奥の深い

体験をして下 さい。熱心に取 り組んで下 さ

い。そして，それらを日記に書 き留めて下 さ

い。様々なことにチャレンジして下 さい。」

聖徒 の道/1983年11月 号

イレイン ・キャノン姉妹は， 自分が語っ

た言葉 を実践 に移すための方法 を知 ってい

ます。彼女 は人 に勧 めた通 りに，自分自身

で も豊かな充実 した生活 を送っています。

そしてそれらを日記 に書 き留めているので

す。

彼女の日記には将来への予言的な響 きが

ありました。11歳 の時，彼女はこう書いて

います。「お となになってユースの責任をす

る時に子供の気持ちが理解で きるよう，今

の自分の気持ちを書いてお く。」

キャノン姉妹 の多 くの才能の中でも，人

の気持 ちを理解す る能力は特に素晴らしい

ものです。彼女はほかの人の悲しみ，心配

事，苦 しみに気付 き，理解 し，必要な慰 め

を与える類 まれなる才能を持 っています。

本 当に困 っていた時に，彼女は何の見返 り

も求めずに，無私無欲の，愛に満ちた助 け

をして くれたと証する人は数多 くいます。

彼女は困難な問題 を抱える多 くの若人 を自

分の家 に招き，愛 をもって助 けを与えてき

ました。 また彼女 は人 の心 の中に隠された

心配事 を見抜 く力 を，持 ってい ますが，そ

れは並々な らぬ ものです。彼女に今与 えら

れている召 しには， この愛 と洞察力の賜が

常 に必要 とされ ます。

「私 は若い女性 をとても愛 してい ます
。

彼女たちを愛する ということに関して， 自

分はキ リス トの代理人 である と強 く感 じて

います。彼女たちは愛 を必要 としています。

また認 められたい と願 っています。私 には

彼女たちが 『とにか く，私が何を見，何を

し，何 を聞いているかに関係な く，私 を愛

して くれ るだれかが欲 しいの』 と言ってい

るように思えます。 もし私が彼女たちに愛

を示す ことがで きれば，彼女たちも天父 と

救い主が 自分たちを愛 していて くれている
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「若い姉妹たちを本当に愛しています。J

ことに疑いを抱かな くなるで しょう。 それ

によって彼女たちは， その信仰 に一歩近づ

くことができるのです。」

キャノン姉妹の一番の願 いは，教会 の若

人が救い主を知るようになることです。「キ

リス トを知 る必要があ ります。それは何に

も増 して大切な ことです。 ある人 はこう言

い ます。 『2千 年 も前の人 に，今の時代 の，

一体何が分か ると言 うんですか
。』それに対

する答えは，『すべて』です。 イエス・キリ

ス トの福音はいつの時代に も当てはまるも

のです。答えはそこにあります。 キリス ト

の教 えは実際 に力 を持つ ものです。現代の

若人の問題一つ一つに答 える力を持ってい

るのです』私たちに与 えられている最大の

チ ャレンジは，キ リス トが何 と言 っている

かを知ることです。私 は若い人たちに言い

ます。『皆 さんは，キリス トが実在の御方な

のか， また神の御子なのかを自分で知 らな

ければな りません。』実際に進行 しているひ

とつの計画が あります。そ して，神がそれ

を導いてお られ ます。 この ことを知 らずに

は，幸福になれ ません。 またそれ によって

若い男女が重大 な誤ちか ら守 られ ることが

よ くあ ります。互いに求め合 う前 に，まず

もっと強 く主 を愛 さなければな りません。

皆さんはどんなことで も，討論 によって

解決 しようとすることができます。で も主

に対 する真の信仰があるな ら，その信仰は

お母 さんがその場 にいない時や， まった く

行 き詰 まってしまった り覧良心を忘れてし

まいそうになった時にさえ働 きかけてきま

す。 もし主を愛 しているな ら，きっとこう

思 うでしょう。『主 を傷つ けることはできな

い。主 は私を愛 し，私の ことを心 にかけて

おられるのだか ら』 と。最近私がニ ューヨ

ークで会 ったある少女 にとって， それはと

ても大 きな意味を持ってい ました。彼女 は

『だれ も私 の ことなんか心配 して くれな

い』 と言 ってい ました。私 は彼女 に，主が

心 にかけて下 さることを理解 してもらうよ

う務めました。彼女は最 も偉大なる御方が

心配 してお られることを悟 る と，たち まち

自分 自身の ことを気にか けるようにな りま
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した。」

キャノン姉妹は数多 くの若い女性や成人

指導者 に対する責任 を持つ役員 として，忙

しい毎 日を送 ってい ます。彼女は合衆 国婦

人評議会 と国際婦人評議会の役員を務め亡

います。 そして これ らの責任 を果たすため

にこれまで何千キロもの道の りを旅 してい

ます。

彼女は若い女性 の責任で各地の教会 を訪

問しますが， そういう時 に，若い女性たち

の目で世界を見つめようとしてい ます。「ど

こかの国へ行 った時，私 は青少年がい る所，

彼 らが時間を過 ごしている場所 に案内 して

くれるようお願いすることに しています。

彼 らが学校や家庭か ら， どのようにして教

会へ行 くのか知 りたいのです。そ して指導

者の人にその道案内をお願い します。 ドイ

ツのある所でら若い人たちが高校 から教会

へ行 く時にどうして も通 らなければならな

い道 を教 えて もらいました。その道 は，そ

の町の中で も最 も悪い環境の所 を通 ってい

ました。 あらゆる種類のポルノグラフィー

が目に飛び込んで くるのです。私はその時

のほんの短い ドライブで，若 い人々のため

の道徳的なよろいを強 くしなければならな

い ことを学び ました。」

キャノン姉妹の若人たちに対する大 きな

愛は，一部には彼女 自身の豊かで変化 に富

んだ若い女性 としての時代の経験に根差す

ものです。彼女 は自分 自身の若かった時の

思い出 を次のように述べてい ます。

「我が家は人里離れた昂る山のふ もとに

あ りました。若い時分の私 にとって， その

山は生活のすべての面に影響を及ぼ してい

ました。私の部屋の窓越 しにそびえるその

山は，何か しら安心感 のような ものを私に

与 えて くれ ました。岩だらけのその頂上に

は，家族や教会のグループ， それに子供同 『

士で も登 りました。そ してある時，モーセ

みたいですが，何かどうしても登 りたい と

いう気持 ちに駆 られて，ひ とりで山に行 き

ました。神 と話 をするためです。自分が一

体何者であり， これか らどういう人生を歩

んだらいいか， じっ くり考 えてみたい と思

い ました。 ちょうど16歳 の時でした。私の

心ははずんでいました。 うららかな春の朝，

私が登ろうとす るその山の頂 から，太陽が

顔 をのぞかせてい ます。

山の上か ら下界を見下 ろす と，そこには

朝 日を浴びて一 日の活動をまさに開始 しよ

うとす る家や人々が， きらきら輝いて見 え

ました。どれ も皆見慣れた景色です。何か

自分の体 の延長の ような感 じでした。目を

自分の家から友達の家，そして道の突 き当

た りにある教会，丘の下 にある学校，そし

て隣のお店へ と移 してい き，そして最後 に

また自分の家に目が留 まりました。 そこは

傷 つきやすい私 を温か く受 け留 め，いろい

ろな ことを教えて くれた場所です。 そのこ

とを考 える と，心の中に子供の頃のことが

走馬灯のようによみが えって きました。

そ こには必ずだれかがいて，私に何 らか

の影響力を与 えて くれていました。そう，

16歳 の私は自分ひとりじゃない。両親や学

校の友達，お店の人，教会の指導者たちが

いたか らこそ今の 自分があるんだ。そして

ひ とつの ことに気付 きました。私はいろいー

ろな人か ら恩を受けていたのです。よし，
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きっとその恩 に報 いよう。私 はそ う心に決

めました。私 は神の力が必要だ ということ

を知っていました。 そして主に心を向 けた

時 ，私の心はすでに主が生 きてお られ ると

いう気持ちで一杯でした。山の頂 に座 って，

自分は世に出て， もっと立派に成長 できる

んだと考 えているちっぽけな自分 にも，神

は手 を差 し伸べて下さる，そう思い ました。

山を下 りる時，すべてが美 しく見 えました。

生きていて良かった。」

この山の頂で，キャノン姉妹は もうひ と

つの発見をしましたる文学への愛です。 こ

れによって彼女のその後 の人生が どれ ほど

豊かな もの となったか分か りません。

「十代の前半で しょうか。ひ とりの男の

子が私に，、ぺ一ジが破れてぼろぼろになっ

た1冊 の詩集 をくれたんです。それが私の

人生を変 えることにな りました。『人は五感

を越えた所に到達す ることがで きる。そう

でなければ天は何 のためにあるのだろう。』

英国の詩人ロバー ト・ブラウニ ングはそ

う書 きました。 そして この言葉 は私 自身の

言葉 となり，ひ とつの理想 として私の自我

の目覚めとなったのです。

この同じ少年は，ウィリアム ・シェー ク

スピアやウィリアム ・ワーズワース，ヘ ン
1リー ・ワーズワース ・ロングフェロー， そ

れにジェオフリー ・チ ョーサーの作品を収

めた，す り切れた皮の表紙の本 を何冊か貸

して くれ ました。彼 は手 あた り次第 に何 で

も吸収しようとい う心の持ち主で した。 ま

た公立の図書館か らは，当時ではあ まりな

じみのない，不格好で安 っぽ く，ぺ一ジを

め くるのが大変な新 しい製本の本 を借 りま

した。チャールズ・ディケンズやロバー ト・

ルイス・スティーブンソン，それにラルフ・

ウォル ドー ・エマ ソンのエッセイ 『友情』

などが収められてい ました。

私はこうした本 をむさぼ り読 みました。

本 を貸 して くれたその少年 も私 も， もちろ

ん読んだ ことを皆理解で きたわけではあ り

ません。で も理解 しようと努力することが

楽しいのです。いつの 日か潮 の流れの よう

に，分からなか ったことが皆見 えて くるの

です。小説の世界に身 を横たえ，読み終 え

た ら今度は自分の言葉で相手に何が書いて

あったか話す， そのようにして短い夏 は過

ぎてゆきました。そ してそれが，私たちの

一生の関係 の基盤 を築 くことになったので

す。」

キャノン姉妹は， このような知的成長の

過程にあって，霊的 にも成熟の度を増 して

いきました。

「春の終わ り頃
，私は祝福師の祝福 を受

けました。季節 もち ょうど良かったです し，

私 自身，受 けたいという気持ちがあ りまし

た。 それで，天 のお父様が私のために何 を

用意 して下 さっているのか，一生懸命準備

をして聞 こうと考 えました。 もちろん悔い

改 めなければな らない こともありましたし，

断食 と祈 りもしました。 そして両親や特別

なひとりのボーイフレンドと，祝福師の祝

福 の意味 について熱心に語 り合い ました。

祝福師のジョーンズ兄弟 との約束の前の晩

の ことをよ く覚 えています。私 はもっ と天

のお父様 に近づかなければならない と思い

ました。そして外 に出てたたずみなが ら，

コオロギの美 しい鳴 き声に耳 を傾 けました。

34



4》σ ゆ σoσ の ◎4D●7ゆdレ ゆ σ ゆ σ ◎ ●ワゆ σ 凋レσ4》 σ4Dσ ◎

田であるウィンフレッド・アンダーソン姉妹と'

自分 はお となになったんだなあ。そう思い

ました。 そしてその時です。夜空に瞬 く星

に手招 きされているような感 じが しました。

感情のお もむ くままに，私 はち くち くする

草の上にあお向けになりました。子供の頃

よくそうした ものでした。 そしてひ とつ伸

びをして，空に目をや りました。不思議な

経験 をしたのはその時です。 自分の心が地

上から離れて， どん どん宇宙に吸い込 まれ

てい くのです。神様のみそばに来たんだ。

そう思 うと，胸が高鳴 りました。そう，私

の祈 りが天 に届 いたのです。私 は，神が生

きてお られ ることをみた まを通 して知 りま

した。涙が込み上げてきて，止 ま りません

で した。」

思春期にあったキ ャノン姉妹 にとって，

両親の存在 も大 きな力で した。

「父は愛の深 い人 です。私がす ることは

何で も素晴 らしいと考 えて くれ ました。ひ

とりの少女 にとってそれがどんなに自信 に

つなが ったか，想像 してみて下 さい。すべ

て愛 に満ちた生活で した。父は見ず知 らず

の人 にも愛 を示 しました。そんな父で した

か ら，天のお父様 も父のような人ではない

だろうか と思 うようにな りました。 そうす

ると，祈 りも親 しみの込 もったもの とな り

ます。

父は祈る時，通 りに住む全部の家族の名

前 をあげて，祝福 を願い ました己 また時々，

難 しい言葉 を使 うので意味の分か らないこ

とがあ りました。

ある晩父が祈 っている時，私 は神様から

罰が下 るのを覚悟で，祈 っている父の顔 に

目をや りました。びっ くりしました。泣 い

ていたのです。 こち こちの固い言葉 を使 っ

て祈る父 も，心は思いや りで一杯でした。

涙がその証拠です。

母 は教会 のことを一生懸命や りました。

いつ も献身的で自分をよ く制 し，みたまの

導 きに従 って行動する人です。母 はふたつ

の言葉 をよく使いました。『義務』と『従順』

です。.また彼女は気転 のきく人で，物知 り

でもあ りましたる 『辞書を見てみましょう』

『百科辞典 を持って くるわ』『聖典 に何て書
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スペンサー・W・キンボール大管長と共に

いてあるかしら』 これが母の口癖でした。

私 も御多分にもれず，教会が真実である

ことを知るために祈 らなければな りません

でした。 この知識は，母が信 じていたもの

の押 し付けではありません。それ どころか，

私 は母の教 えによって危機 を脱 したことが

何度 もありました。若い頃の私は情熱的で

したが，母はそんな私に， きちん とけじめ

のある生活 をするように教 えて くれました。

その ことを感謝 してい ます。 自分の気持ち

をコン トロールして後にきちんと自立 した

生活を送る方が，ひどい罪 と心の痛手にさ

いな まされ るよ りずっとよい と思 うか らで

す。 ・、

今思 うと，家庭 でこの優 しさと福音 をし

っか りと守 る態度 とが両方 とも強調 されて

いた ことは，本当に良かった と思います。

そしてそのふたつの面は，両親の人生か ら

私たちが模範 として自然 に学び取った もの

でした。」

結婚生活に入 ったキャノン姉妹の愛 とい

うものは，子供の頃 に家庭 で味わった と同

じ愛で した。

「母は
，正 しいことをすれば必ず結果に

な って現れると教 えて くれました。父は私

を愛 して くれ ました。そ して夫 のジムによ

って自分自身をさらに価値 ある存在 として

見 られ るようにな りました。今 あるのは夫

の助 けがあったか らです。 こんな夫に恵 ま

れて，本 当に幸福だ と思ってい ます。彼は

私に とって祝福です。私は教会では指導者

ですが，家では彼が指導 します。素晴 らし

い と思い ます。」

文筆の才 に恵 まれたキャノン姉妹は，人

生の移ろいを季節に例 えてこう書いてい ま

すo

「冬は冬至 と共にや って来るのだろうか
。

それ とも初雪 と共に。そ うではない。冬は

季節 を問わず，傷ついた心 にやって来 る。

そ してその心の傷は，人 と人 との交わ りの

中で生 じることが しばしばだ。」

イレインの冬は まだ子供の頃 にやって来

ました。

「私は母の勧めで，朗読の先生に付いて
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訓練 を受 けていました。父が良 い仕事 に恵

まれていたお陰で，そうした訓練 を受 ける

ことがでぎたのです。その頃，また とない

機会が巡 って きました。学校祭 の一貫 とし

て，6年 生の中か らだれかひ とりが， テン

プルスクウェアのタバナクルで話 をしなけ

ればならないのです。私は当然のことなが

ら，選ばれるとした ら自分 しかない と思っ

ていました。」

で も，1結果は違 っていました。 イレイン

は失望 しました。 もちろん当時のイレイン

には，将来 タバナクルの説教壇で話 をす る

にとどまらず，その声が全世界に放送 され

るな どということは想像 もできなか ったで

しょう。で も，そうした将来 について何 も

知 らなか った彼女が， どうや って失意に打

ち勝 ったのでしょうか。.

「ええ，初 めは 『一生懸命練習して も全

然効果がなかった。みんな 自分の好 きな人

を選ぶのよね』 と考 えました。で も，その

気持ちは克服で きました。私 は決 して神様

のことを忘れたことがなか ったので，祈 り

の中で天のお父様 にこう尋ねました。『なぜ

ですか。練習が足 りなかったのですか。 ど

こが悪 かったので しょう。』」

こうして彼女 は， 自分の思いのすべてを

御父に打ち開け，答 えを受 ける術を身につ け

ていきました。

学生時代の数々の経験 を通 して，キャノ

ン姉妹は正 しい目的を持つことの大切 さを

学びました。地位や名声や権力 を得 ようと

する と， 自分が心か ら求めている究極的な

ものか ら次第にそれてい くのです。そして，

初めは夢想だにで きなかった素晴 らしい場

所に到達できるはずなのに，それ もで きな

くなって しまうのです。

「私が学 んだのは次の ことです
。与えら

れた ことを，他 の事柄 に気 を取 られずにと

にか く一生懸命行 なう。そうすると，それ

が後 の経験への備 えとなる， ということで

す。」1
いや

彼女 は，心の痛手は奉仕によって も癒す

ことがで きることを知 りました。

「私 は高校の時に
，女子学生協会の会長

に立候補 しましたが，落選 して しまいまし

た。何か，すべてを失ったような気持ちで

した。できたらだれもいない所に行 きたい，

そう思いました。でもそうした気持ちを押

しの けて，私 は担任の教師 と共に，当選 し

た人のための盛大なパーティーを計画し左

のです。

負 けて傷 つ くこともあるでしょう。その

時は人のために働 くことです。だれかがい

やなことをした り，自分で欲 しい と思って

いた賞や仕事 を人に取 られた りした時は，

だれかの所 に行 って 『私 に何かで きること

がないでしょうか』 と言って下 さい。他の

人に手を差 し述べ ることによって，心の傷

か ら遠ざかるのです。」

キャノン姉妹 は自分の成長を計る尺度 を

ひ とつ紹介 して くれました。それは，「自分

は今，キ リス トのようになろうとしている

だ ろうか」 とい う言葉です。

キ ャノン姉妹 は長年 にわたる敬度を土台

に，今，若 い女性の相談相手 として活躍 し

てい ます。若い女性の年代の人々が彼女の

話 に耳 を傾 けるのは，彼女 なら悩みを分か

って くれるし，助 けて くれると信 じている
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からです。

教会の若人の皆 さん一人一人 に分かって

いただ きたいのは，たとえ世界的な業績を

残 した としても，主のみたまがなかった ら

それは無に等 しいとりうことです。私 は今，

みたまの導きに もっと敏感 になることを望

んでいます。すべてはみたまを受 けている

か否かで決 まります。私 はこのみたまの働

きによって偉大な奇跡が起 きるのを， この

目で見て きました。」

妻 として，母 として，祖母 として，そ し

て末 日聖徒イエス ・キリス ト教会の中央若

い女性会長 として， イレイン ・キャノン姉

妹 は今過去の経験 とみたまの導 きを元に，

最善を尽 くそ うと努力 しています。彼女は，

私たちの前に永遠の未来が開けていて，そ

れに備 えなければならない ことを知 ってい

ます。そして今，与 えられた務めの中で，

神の国の義を第一に求 めてたゆまず努力 し

ているのです。 この ような彼女に，残 りの

ものは後 にすべて添 えて与 えられるでしょ

う。

「あなたはバプテスマの水 を出た後
， し

む く

ばらくは純粋無垢な聖徒 として過 ごすこと

ができるで しょう。両親の教 えにも， しば

しの間素直に従うことができるで しょう。

家庭で， またセ ミナ リーやインステ ィテユ

ー ト
，日曜学校 で，聖句を暗唱す ることも

わ

できるでしょう。 また，教会で祈 りの環に

加わ り，主への敬度の念 を感 じることもし

ばしばあるで しょう。 またダ ビデのような

偉大な人物の話 を聞き，主のみ力に驚 くこ

ともあるで しょう。 これらはすべて素晴 ら

しい経験です。 しばらくは。

そして突然，現実の生活があなたを襲 う

のです。現実の海 の真っただ中に放 り出さ

れたあなたは，自分 自身で考 えなければな

りません。決心や行動 の一つ一つを予言者

や親に頼 ることがで きないのです。大 きな
あ

誘惑に遭 っていても，主は何 もなさらない

で しょう。人生は試 しの時なのですか ら。

ダビデの最初のチャレンジは，相手が体が

大 きいということだけで した。でも，あな

たの本 当の敵は， あなた よりも低 い考えを

抱いている，あなたの親友であるか もしれ

ません。そして，悪意がなければよい とい

う考え方が 自分 との闘いには決 して勝利 を

収めることがないことが分か るでしょう。

つ まり，自分でなすべ きことについて，そ

の責任 を他の人 に転嫁することはで きない

のです。

皆 さんは神の娘です。神の家族です。家

族であるとい うことは，家族 として同じこ

とをす る，すなわち家族の標準に従って生

活することを意味 します。 もちろん この天

の家族の中にあって，成長 につきものの悩

みや心の痛みを経験する こともあるでしょ

う。で もこの家族の長である天のお父様は，

鷲撃驚雛騨勤窪(
御父 は，いつの日か私たちがみもとに帰る

のを待っておられ ます。 それ も，人生 を立

派に過 ごして帰 って くることを望んでお ら

れるのです。
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ス
ペ ンサー ・W・ キンボール大管長は，

次 のように述べています。「末日聖徒
けいけん

は，地上で最 も敬度 な民 と言えるでしょう。

では敬度 さはどこで養い， どの ように高

めたらよいのでしょうか。家庭が，神 にふ

さわしいあらゆる徳 を養 う絶好の場所であ

るように，敬度 さもまた，家庭 において養

われます。

そして，家庭で学 んだ事柄が，教会の集

会での行動 に現われるのです。家庭 で祈 る

ようになった子供は，礼拝行事 の祈 りの時

は，じっとして静かにしていなければなら

ない と，す ぐに分かるようになるで しょう。

同様 に，家庭 の夕べが家族の生活の一部

になっていると，子供たちは教会だけでな

く家庭で も天父について学 び，敬度にしな

ければな らない時があることを知 るように

な ります。

幼 い子供 のいる両親 は，子供 に集会の大

切 さを悟 らせ，騒がせないようにするのに

大変な時 もあるでしょう。 これを上手 に行
き ぜん

なうには，家庭 での忍耐，毅然 とした態度，

準備が非常に大切な要素 とな ります。」(「敬

慶な民」pp。2-3)

次 に紹介するのは，子供 と出席する教会

の集会 を実 りある敬慶 な時間にするために，

両親たちが提示 したアイデアの数例です。
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★特集2/教 会での子供たち

主
は言われ ました。「幼 な子 らをそのま

まにしておきなさい。わた しの とこ

ろに来るのを とめてはならない。天国はこ

の ような者の国である。」(マタイ19：14)

同様 にごく最近では末 日聖徒 も，すべて

の年齢の子供 は両親 と共に聖餐会 に出席 し，

家族 は一緒に座 るべ きであると教 えられて

います。 こうすることにより，集会を霊的

なものにする上で問題が幾つか出て きます。

例えば，子供が泣 き出した り騒 いだ りしま

す。ひ とりの大人が何人かの子供の面倒 を

見なければならなかった り，近 くに他の子

供が座 った りします。 また，両親が子供の

扱い方を知 らないという場合 もあ ります。

そのような時に問題が起 こるのです。

確かに他の人の ことや集会の目的を考え

ると，騒，いでいる子供がおとなし くなるま

で，休憩室や子供のために設けてある隣の

部屋に連れて行 くように言われ ることがよ

くあります。けれ ども親たちの多 くは子供

を静かにさせ，集会 を子供に とって楽 しい

ものにするよう助 けてさえいます。小 さな

子供たちには，休憩室はしばしば単なる こ

らしめで しかありませんが，少 し大 きい子
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眠っている子供，

泣 いている子供
●小さな子供たちが教会の中で

楽しく過ごせるように助ける

ジョイス・ウイリアムズ

供に とっては訓練の場であ り，親子がお互

いに理解 し合 う場 となります。

固い椅子に足 をきちん とそろえて腰かけ

ている姿や，足が床 に届かな くて椅子か ら

だ らりとぶ らつかせている姿を想像 してみ

て下 さい。隣に座 っているのは自分の大好

きな人 なのに， もじもじ動 き出した りお し

ゃべ りした りで もしなければ，話 しかけて

くれないし， あなたの方 に目を くれ ようと

もしません。近 くにはあなたの親友が座 っ

てい ます。でもあなたは天のお父様が敬度

になることを望んでおられると教 えられて

いるので，友達 と話 した り遊んだ りするこ

ともできません。 しかも敬度 というあいま

いな概念は， これか ら先何年かたたないと

本当の意味 を理解できないか もしれないの

です。 じっと座 って話 に耳を傾 けて も，興

味 をひ くのは讃美歌 ぐらいの ものです。だ

れが話 しているか見 ようとして も，前の人

の頭越 しではそれ もかないませ ん。時計の

針はなかなか進 まないし， あなたは退屈だ

けどちっ とも眠 くあ りません。 そんなだか

ら，あなたは心底，家 まで走 って帰 りた く

なるのです。



＼

小 さな末 日聖徒 は普通の子供 と変わ りま

せん。彼 らが教会でやっていることは，成

長 と進歩の過程 において正常 なことです。

エール大学では，様々な年齢で子供が表わ

す多 くの特徴 についての調査がなされ まし

た。(SeeAmoldGesellandFrancesI

lg，1吻%!αn4Chづ14カz孟h6Cz`」 伽名6(ゾ

To磁 ッ，NewYork：Harperand

Brothers)1歳 の 子供 は活動 が好 きです。

動 き回った り，引 っ張 った り，床 をはい回

った り，物 を床の上に投げてまたそれを取

りに行 った りします。15カ 月の子供は探検

した り，本 のぺ一ジをめ くった り，周 りの

物の動きを観察 したりす るのが好 きです。

18カ 月になる と，よじ登 ることが彼 らの好

きな活動 にな ります。 また讃美歌など，本

のぺ一ジを破 った りします。何 にでも興味

を示 し，首 を突 っ込 みたが る時期です。こ

の時期の子供 たちがかん しゃくを起 こすの

は， 自分の意思 と，その意思が他の人に与

える影響を発見 したからなのです。2歳 で

は，子供たちは覚 えたての言葉 を，いつ も

柔 らかな調子で とは限 りませんが，練習 し

出すようにな ります。 また特に父親を好み，

(父親が皆 の前 で立 って話 を してい よう

と)父 親 と一緒にいたが るようになります。

また遊 んでいる間中ずっとおしゃべ りを続

けていようとします。3歳 になると，子供

たちは親の言葉 によ ぐ応 えるようになり，

また何か物を与 えられたらそれで1時 間近

く遊ぶ ことができます。4歳 児 はさらに自

分ひ とりで遊 ぶことを覚えますが，毎 日400

に も上る質問をします。4歳 の子供 は聖餐

会で席に着いてはいるで しょうが，行 なわ

れていることに対 しては依然 として興味 を
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示 しません。

以上の発育上の事実から，私たちは とて

も元気が良 く，行動的で，好奇心の強い小

さな聖徒たちの姿を思い浮かべ ることがで

きます。このように，子供たちが正常であ

ることは慰め となるべ きであって，心配 し

なければならないものではあ りません。就

学前の時期 に子供たちはこの人生において

最 も重要なこと，つ まり歩 くこと，意思 を

伝 え合 うこと，そして人間関係 など，生 き

るための技術 を身につけます。また天父や

教会や家族や友達 に対 して，生涯 にわたっ

て保ち続 ける感情や態度や意見を育てる時

期です。ですか ら子供たちの成長 に必要な

物事 を軽ん じた り，教会で否定的な態度を

見せた りすべきではありません。私たちは

子供の発育段階 を生か し，教会の活動に参

加 するというチャレンジに対処 してい く時

に， それぞれに合 った方法で根気強 く助 け

てあげるべ きです。

赤ちゃん，つま り乳児は集会の進行には

関心がありません。両親は哺乳 びんや赤ち

ゃんの毛布や音の出ないお もちゃなどを利

用 して，子供たちを快適にし，気持ちよく

過 ごさせてあげるよう気 を配 るべ きです。

むずかって周 りに迷惑をかける時 は，無理

して礼拝堂にいて も，彼 らぐらいの年齢で

は人格を形成 した り正 しい習慣 を身につけ

た りで きるわけではありませんか ら，休憩

室や子供 のために設 けられた教室に連れて

行 って落ち着かせ ることです。

よちよち歩 きの幼児や未就学児は，周囲

を意識するようにな ります。いつ も身の周

りが快適であると とだけでは十分ではあ り

ません。彼 らは遊び相手 を欲 しが り， また
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動き回 りたが ります。未就学児は まだ幼 く

て集会の意味を理解することがで きないの

で，次の方法 を用いることがで きます。

1.大 人が一対一で敬虚 にできるように

助ける。 父親，母親，兄や姉，その他の十

代の子供， またはワー ド部内の年配の教会

員や独身の教会員は，特に子供たちがなつ

いている場合，良い助 けを与 える ことがで

きます。助けの必要な両親 は遠慮 な く助 け

を求 めるべ きです。 ワー ド部の会員で未就

学児のいない人が，明 らかに助 けを必要 と

している人に協力 を申し出ることができる

で しょう。

2.コ ミュニケーションが必要。子供た

ちは70分 間おしゃべ りしないでが まん して

いることはできないので，ひそひそ声で話

す ことを教 える必要があ ります。 また集会

中子供 たちにいつも目 くばせ をし，抱 きし

め，ほほえみかけ，体 を軽 くたたいてあげ

ることが必要です。

3.子 供たちの興味を引く，音の出ない

おもちゃを与える。木や金属でで きたお も

ちゃよりもクワイエ ットブックやスポンジ

ブロックなどが良いで しょう。教会 に置い

てあるお もちゃはさらに効果的 に使 えます。

4.子 供たちを寝つかせ るものを準備す

る。小 さな毛布，枕， または子供の緊張が

和 らぐな ら柔 らかいお もちゃや哺乳 びんが

良いでしょう。眠っている子供は， はい回

った り，飛びはねた り，泣いた りしている

子供よ りずっと扱いやすい ものです。

5.集 会の様子が見えるようにする。 ひ

ざの上に座 らせ ると子供 はよく見 えます。

また子供 を友達か ら離れた所 に座 らせるこ

とによって，注意が散漫 になるのが避けら
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れ ます。列の端や礼拝堂の後 ろの方に座 る

と，必要な時にす ぐに出ることができます。

6.ど んな小さなことでも，良くなった

らほめる。 これは教会から帰って きて家で

行 なうのが一番良いで しょう。 しかし敬度

さをそ こなわなければ， その場でほめて も

構 いません。聖餐式の間静かにしているこ

とがで きれば，子供の年齢が上 になるに従

って，両親は静かにしている時間を延ばす

ことができるで しょう。大切 なことは一度

に多 くのことを期待 し過 ぎないことです。

3歳 になるまでは，70分 の集会の大部分 を

自分でおとなしくしていることはで きませ

ん。3歳 を過 ぎて も子供 に関心を向けるこ

とが必要な日が時々あるで しょう。

7.必 要な時に速やかに礼拝堂を出る。

明 らかに集会 を妨 げる子供 は礼拝堂の外 に

連れ出す ことが一番良い方法です。 しかし，
き げん

機嫌を悪 くした子供を連れて外へ出る時 は，

自分が どんなに困 って失望しているかよ り

も，子供がどう感 じ亡いるか を考 えて下 さ

い。恐れや罰を加 えることは，子供を支 え

励 ます ことか ら比べたらあまり助 けにはな

りません。礼拝堂に戻 る時にいい子にす る

と約束 させれば，おどか した り，ぶった り

す るよりはもっ と上手 に行儀 よくさせ るこ

とができるで しょう。

どんな小 さな子供で も教会で楽 しく過 ご

す ことがで きます。子供 たちはかな り小 さ

な時か ら教会へ行 くことの楽 しさを学び，

その過程で敬塵 になることを学ぶ ことがで

きるのです。

*ジ ョイス ・ウィリアムズ姉妹は，小児発

達学の元教授で5児 の母親，タラハ シー ・

フロ リダワー ド部 日曜学校教師。



★特集2/教 会での子供たち

私
の子供はふたりだけですが，集会中

，

のす ったもんだは12人 家族のお母 さ

んに も匹敵するものです。

毎週 日曜 日，私は教会員でない夫 を残 し

て集会に出席 しますが，聖餐会中には少 な

くとも1回 ，多い時では何回 も外へ出なけ

ればなりません。大声を上げてもがいてい

るふた りの子供 を両腕にかかえて廊下を歩

く度 に，私はいつ も同 じことを考えていま

した。「どうしてこんな風 に外へ出なきゃな

らないの。 この子た ちった ら私 に何の うら

みがある とい うのかしら。 じゃまして欲 し

くないの。私 には勉強することがた くさん

あるのよ!」
しか

廊下に出 ると子供たちをひど く叱 り，悲

しい気持 ちを押 し隠 して，お とな しくする

ことを強要 します。私はちっ とも幸福では

あ りませ んでした。 そして子供たちもそう

でした。

その時私はこう考 え始め ました。 もし隣

に救い主がいらっしゃった ら私はあんな風

にはしなかったわ。イエス様 ならこんな時

に どうなさるのかしら。多分子供 たちをご

自身の足元で静かに遊 ばせておや りにな り，
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また廊下!

リンダ ・アルダーマン

子供たちの注意 を好 きな方 にお向けになる

わ。 そして きっと小声で今何をしているか

説明 なさるで しょう。子供たちを騒がせず，

その愛に満ちた優 しい声で静かにさせるの

よ。イエス様 は子供たちが快適で楽 しそう

か気 を配 られて，疲れた ら眠 らせておや り

になるでしょう。でもそれでいて甘やかす

ことはなさらないわ。

この見方は子供たちに対する否定的な思

いを打ち消す助 けとなりました。そしてこ

の ことに感謝 しました。 けれ ども聖餐会の

お話 を聞 きたいという私 の個人的な願いは

依然 としてな くな らず，何かを聞 き逃す度

にその思いが私 をむしばんでい くのです。

ある日曜 日のこと， とうとうそれが頂点

に達 しました。聖餐会が始 まって5分 たっ

た時，2歳 の子供が ぐず ぐず泣 き出したの

です。間 もな くそれは我慢できないものに

な りました。す ると案の定，下の子 も泣 き

出しました。私はす ぐにふた りを外へ連れ

出しました。 ある人 は迷惑そ うに，ある人

は理解 を示 して私たちを見ていました。私

は屈辱的な気持ちで荷物 をまとめて廊下に

移 りました。敗北感で一杯で した。やるせ

ない気持ちで胃の具合 まで悪 くな りました。

私は礼拝堂 を出てか ら2歳 になる娘に，

自分が どんなに腹 を立てているか， また教
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会で教えられていることを私が どんなに今

学ばなければならないかを話 しました。愛

情を込めてかつ厳 しい調子で，私は彼女 を

押さえつけて静かにさせ ました。でも子供

が言 うことを聞いてようや く落ち着いた後

でさえ，話をしている人の言葉は耳 に入 り

ませんでした。何 も得 るものがな く，「何の

役に立つのだろう」 と考 えてい ました。

その時，知恵の種が私の心の中にまかれ

ました。子供たちの横 に座 り，聞こえて く

る意味 もわか らない声に上 の空で耳 を傾 け

ている と，聖霊が聖餐会で も聞いた ことの

ないような話 をして下 さいました。

「あなたの努力 は顧み られていないので

はありませ ん。十分に認め られてい ます。

なぜならあなたは子供 に正 しい姿勢 と振 る

舞いを教 えるために，聖餐会 で受ける教 え

を幾つかあきらめなければな らないか らで

す。子供が静か にしているほんの少 しの時

間，あなたには普段 よりもずっと大 きな学

ぶ力が与 えられ ます。 よく考 えることによ

り，あなたが聞 き逃 した知識だ けでな くそ

れ以上 のものが与 えられ るのです。」

それ以上の もの……。私はその時，子供

を育てることを通 して受 けた訓練 と学びは，

犠牲にして足 るべきものだった ことを悟 り

ました。心の重荷 は軽 くされ，崇高な天父

のみ旨を理解 した という気持 ちで一杯で し

た。感謝 と喜びに満たされたのです。

*リ ンダ ・ダー リン ・ケイン ・アルダーマ

ン姉妹，3児 の母親， カナブ ・ユタワー ド

部初級初等協会音楽指揮者。

＼

子
供たちがかな り小 さい時期 は，私た

ちはいつもす ぐに席 を立 てるような

場所を選 んで座 りました。おむつの入 った

かばんは，いつも活発で生 き生 きしている

連中を静かにさせるための本 や，クレヨン

や，音の出ないお もちゃなどがいっぱい入

子供が話を聞く

助けをする

リンダ ・リー ・ハ ンデ ィ

っていました。私たちの目的は聖餐会の間

子供 たちを静かにさせてお くことだったの

です。

しか し，子供たちが大き くなって小学校

に入 る頃になると，私たちは新 しい段階に

進むことを考えました。私たちの側で もう

少 し努力す ることによって，子供たちが教

会の集会 を新 しい見方で見 るようにな り，
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そこで受けるメ ッセージによって成長で き

るのではないだろうか， と考 えたのです。

ですから，私たちの新 しい目的は，子供た

ちが教会の集会でお話 を聞いて何か を学ぶ

のを助 けるとい うものに変わ りました。

最初 に私たちは， これか ら何をす るのか，

享たなぜそ うす るのかを家族で話 し合 いま

した。それから 「使用中止期間」を決めて

実行 しました。 その期間は上の3人 の子供

に， もう遊び道具は持っていかないで話 を

聞 くように言いました。

この期間私たちはい ろいろと深 く考 えて

み ました。そ して家庭 を霊的なことを学ぶ

中心地 としなければならない ことを今 まで

にな く強 く感 じたのです。教会で教 えられ

ている福音の概念 は家族で話 し合 うための

踏み台であるべきです。家庭で学んだ原則

は教会で補強 され， より豊かな ものになる

のです。 このようにして，私たちの期待通

り子供 たちは聖餐会 をより敬度なもの とし

て受 け入れるで しょう。・

また子供たちが，話 を聞 く力を養えるよ

う助 けることに焦点 を合わせ る必要がある

ことも学 びました。 そのためにどうすれば

良いか ということについて，私たちの経験

か ら得たことを次に挙げておきます。

1.話 を聞 くことの大切 さと話の聞 き方

について，家庭の夕べでレ ッスンを行なっ

て下 さい。最初 に一対一の会話の時はお互

いにどのように相手の話 を聞 くかについて

話 し合 ってみ ましょう。 またその状況 をロ

ールプレイングで行なってみて下 さい。そ

の週 は子供 たち と共に良い聞 き手 となるよ

う努めて下 さい。話 し手は聞 き手の目を見

なが ら話すこと，聞 き手は話 し手 に神経 を
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集中させることが大切であるということを

教 えて下さい。

2.そ の他特別 に話 を聞 く場を家庭で設

けて下 さい。私たちは家庭 の夕べの中で，

子供 たちが聖典の中か ら話をする所や，福

音 について教 えている所 をテープに録音 し

てい ます。子供たちはテープで 自分の声を

聞』くのが大好 きで，何度 も聞き返 していま

す。子供たちに本 を読んてあげることも優

れた方法です。後で使えるように好 きな部

分を録音 してお くことも，我が家ではよ く

行 なっています。テープは楽 しむためには

もちろんの こと，正 しい原則 を教えるため

にも使 うことがで きます。

3.こ れらの良い話の聞 き方の技術は，

特に聖餐会 など大勢で話を聞 く時に どのよ

うに応用できるか を家族で話 し合 って下さ

い。 どの現職教師養成 レッスンでも教 えて

いるように， 目と目を合わせて話す方法は

大勢の人に話す場合に も用いることがで き

ます。聖餐会では話 し手の方 を見つめ， き

ょろきょろした り他の ことを考えた りしな

いで，子供 たちに良い聞 き手の模範 を示 し

て下 さい。 、

4.家 庭では，教会用語について深 く広

い知識が持てるよう教えて下 さい。そ うす

ることによって，話の中で教会用語が出て

きた時，話 を効果的に理解することができ

ます。教会の集会の中で話 される言葉の多

くは，小 さな子供 にも理解で きる範囲にあ

ります。最初はバプテスマ，戒 め，聖餐な

どの言葉から始めて下 さい。

5.教 会の集会の 目的や出来事 を理解で

きるように子供たちを助けてあげて下 さい。

家庭の夕べで祝福や確認の儀式や聖餐な ど，
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大切 な事柄について話 し合い ましょう。そ

うすることによって集会の一部 を成す こう

した事柄 について もっと親 しみがわき，興

味 も出て くるで しょう。

6.子 供 にひ とつずつ話を割 り当て，家

に帰 ってその内容 を復唱 させ て下 さい。 ま

た集会 中に話の要約 を短い文章で記録 する

ようにさせて下さい。話が難 し過 ぎる時 は，

両親や兄姉が説明 した り概念 を教 えた りし

て助けることができるで しょう。 この方法

は家族全員が協力 し，全員が益 を得ること

ができます。

7.教 会の集会で聞いた興味深い話や概

念 を，家族のファイルやスクラップブック

にまとめましょう。見出しは簡潔に し，一

番小 さな子供 にも考 えを出させて下 さい。

子供 に自分たちのアイデアや もらってきた

チラシな どを使わせて下さい。家庭 の夕べ

の レッスンで， ひとりの子供がそれ らのお

話の中のひとつを割 り当てられた時，資料

のファイル を見返すように言って下 さい。

8.子 供たちが聖餐会での音楽にもっと

興味 を持てるよう に，家族で讃美歌 を歌い

ましょう。音楽指揮者に聖餐会で予定され

ている讃美歌の リス トを作 って もらい，家

庭の夕べで練習 して下 さい。子供たちに特

に歌詞 に注意するよう教 えて下さい。 そし

て讃美歌の持つメッセージについて話 し合

ってみましょう。

私たち両親が努力 し時間を費やすならば，

子供 たちは教会の集会 に対 してかな りの程

度 まで理解で きるようにな ります。 また話

の聞き方を身につけた子供たちは，永遠の

祝福 を受 けた ことになるのです。 k

私
が前に訪問 したことのある礼拝堂の

後部座席 には， 白と黒のきれいな札

が下が っていて，それ に 「子供 と母親の指

定席」 と刻 まれていました。

私は笑 うてその札の横 を通 り越 しました。

子供たちと前列

に座ってみました

リンダ ・パックス トン ・グ リアー

私はこれまで多くの集会を私の4人 の子供

と一緒に出席してきましたが，それは後ろ

の席ではありませんでした。私たちの家族

は礼拝堂の前列に席を占めていたのです。

確かに小さな子供のいる両親の伝統的な座

席は礼拝堂の後ろの方か最後列でした。ま

た多くの人々はこのように決められている
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ことが好都合だ と考 えてきました。後 ろの

座席に座 ることによって， ぐず り出した子

供 を外へ連 れ出す時に周 りにか ける迷惑 を

最少限に食 い止めることができるとい うこ

となので しょう。 しか し私たちにとって，

自分の子供や同 じくらいの年齢の子供 と一

緒 に前列 に座 ることが，幾つか重要な利点

につなが ることに気づきました。その内の

幾つかをご紹介 します。

1.子 供たちは集会の進行を見ることが

できる。 礼拝堂の後 ろの座席 に座 ったので

は，ただ讃美歌 をしまう木箱 か，せいぜ い

人の頭が見えるだけです。子供 はいつ も何

かを知 りたい と思っているので，聖餐会 の

話 を聞 くのをやめて他にす ることはないか

探 し始 めるでしょう。

我が家の子供たちは， その日の歌や話の

責任がだれに割 り当て られているか，楽 し

みにしているようです。 ある時な ど，4歳

になる息子が私 を見上げて言いました。「マ
も

マ，あのお姉 さん きれいだね。」

私 は言い ました。「あ ら，そう。どうして

そう思ったの。」

「だ ってぼ くの方 を見 て笑 った もん。」

その日，私は息子から素晴 らしい洞察力を

与えられた ような気が しました。 こんなに

美 しい瞬間が，後 ろの方で起 こり得たでし

ようか。

2.子 供たちは参加するようになれる。

子供たちは成長するにつれて証 を述べ るこ

とやお話 をすることの大切 さを理解す るよ

うになります。 そして前列か らお話 をしに

説教壇に向か うのはず っと簡単で，勇気 も

少な くてすみ ます。 しか も彼 らにとって最

も心強い ことは，説教壇から前列 を見下ろ

聖徒の道/1983年11月 号

す と，愛 し支 えになって くれる両親や熱心

な賞賛 の気持 ちを込めて見ていて∫れる兄

弟の顔が見えることです。 また聖餐のパン

と水を間近に見 るとい う特権 もあ り，男の

子たちは深い印象を受けることが容易 にな

ります。

3.子 供たちは敬虚さを学ぶことができ

る。 前列 に座 っていると私たちは礼拝堂の

後 ろの方で何が起 きているか見えません。

我が家の子供 は，他の子供が水を飲むため

やお手洗いに行 くために出入 りするのが見

えないので，同じことをす る権利 を要求 し

た りしません。

4.両 親は子供たちを正しく教えること

ができる。 子供たちは前列に座る ことによ

り， より聖餐会 を身近なものに感 じ，退屈

でつ まらない ものだ とは考 えないようにな

ると思います。私たちは彼 らに，聖餐会は

主が私たちに下 さる勧告に耳を傾 ける時問

だ とい うことを感 じてほしい と思っていま

す。子供たちは音楽や発表や指示やお祈 り

な どを見 なが ら，聖餐会が どのような構成

になっているかを理解することができます。

また小さい時から，お祈 りの時は頭 を下げ

腕 を組むように教 えられます。そ して前列

に座れば， 目をつむ らないでいて も，監督

や副監督 の良い模範が 目に入って きます。

もちろん子供たちが実際 に前列できちん

と座 っていられるようになるため、には，聖

餐会で何が行なわれているかが分か り，両

親 とそれについて話 し合 えるくらいの年齢

になっていなければなりません。経験か ら

ですが，幼稚園 くらいの年齢になった らも

う可能ではないか と思い ます。

前列に座 るには，準備が必要です。家庭
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の夕べで，敬度iな態度 についてロールプレ

イングを行 なってみ ましょう。そして敬度

さとは何か，なぜ敬度 になることが大切な

のか話 し合 ってみましょう。 また聖餐 とは

何か，聖餐式の間はなぜ特 にイエス ・キリ

ス トについて考えなければならないかを説

明 して下 さい。

また日曜 日には，教会に行 く準備を楽 し

んでで きるようにしましょう。ぎ りぎりま

で準備に追 われ，車に飛び乗 り，教会 に時

間すれすれに着 くような ことは避 けて下 さ

い。息せ き切 っていたのでは，子供たちは

動揺 して協調心や敬度な気持ちは失われて
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しまうことにな ります。

ひと休みする時間のゆ とりをみて，教会

に着 くようにして下 さい。そして始 まる前

の何分か に，水 を飲んだ りお手洗いに行 っ

た りする時問を取 って下 さい。 もし聖餐会

が別の集会の後 にあるなら， その合い間に

子供たちに新鮮 な空気 を吸わせた り，少 し

散歩 した り，食べ物や飲み物 を与 えた りす

るようにして下 さい。聖餐会が始 まるまで

に，できるだ けみんなが気持ちよ く過 ごせ

るようにするべきです。

教会の用事 は，礼拝堂以外の所で済 ませ

て下 さい。いったん礼拝堂に入った ら，他

の人 と雑談するのは避 けましょう。そ して

良い模範 となるように敬度 な態度 をとって

下さい。

それでは前列に座 ることで問題がすべて

解決で きたでしょうか。 そうではあ りませ

ん。赤ちゃんを外へ連 れ出 さなけれ ばなら

ない時や，子供たちがはしゃぎ回って手の

つけられないよう蘭時もよくあります。で も

そうした問題 は少 な くなってい ます し，子

供たちは良い習慣 を幾 つか身につけたよう

に思います。9歳 の娘 は大切な ことはメモ

しておいて，それをしばしば日記 に書いて

います。2番 目の娘 と息子 たちは，話者の

話 を聞 くことを覚 えました。私たちは彼 ら

も，一番上の娘にな らって同 じ習慣 を身に

つけるようになることを期待 してい ます。

前列 に座 って今 までよりもほんのち ょっ

と努力 しただ けで，子供たちはそれだけの

ことがで きるようになるのです。

*リ ンダ ・パ ックス トン ・グリアー姉妹，

6児 の母親，ユタ州プロボ在往， ワー ド部

初等協会教師。
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な まえ

キー という 名前の ウ マ をも らい ま

した 。｢わ た しは,11キ ロも う ま
いえ かえ

にのって家 に帰 らな けれ ばな りま

せんて した。たいへんで した。そ
なが

んな に長いあいだうまにのるのは,

はUめ てだったか らです 。｣
ちよう ちい

ダ ン長ろうがまだ小さかったこ
ちよう とう

ろ,ダ ン長ろうのお父さん はステ
ぶ ちよう ちよう

一キ部 長 で した 。 ダ ン長 ろう は,
ぶ し ぶ い

あち こちのワー ド部や支部 に行く

のがすきて した。｢わ た したち は,
かいいん

会 員のみなさ'んにとてもよ くして
かいいん

いただきま した。会員のかたたち
しよくもつ

は,よ くいろいろな食 物 をUゆ ん
ほんとう しん

ぴ して くだ さ'いま した 。本 当 に親
せつ ひと

切 で,あ たたかい人たちて した。｣
はは がっこう せんせい

｢母 は ,学 校 の先生を していま

はは

した。母 はいろいろな ことをよく
し か じ

知 って い ま した 。そ して,家 事 の
し かつどう

ほかにも,市 のいろいろな活動 に
か ぞく か てい

さ'んか して いました。家族や家庭
なに たいせつ コ し

は何 よ りも大切 です。 しか し,市
かつどう

の活動 にさ んかす ることも とても
たいせっ はは お し

大切な ことだ と母 は教 えて くれ ま

した。
なに き とき ちぢ はは

何かを決 める時 には,父 も母も
かみ か ぞく

神さまにおいの りしました。家族
た

のいの りは,食 べることやのむ こ
おな せいかつ いち ぶ

とと同Uよ うに,生 活の一部 にな

っていました。わた しは子 どもの
かみ

ころから,神 さまがお られる こと
かみ

と,神 さまにみち びさ=をも とめら
し

れる ことを知 って いま した。
いえ なか

家の中は,し んこうてみちみち

』隔 幅_.凶d■
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さてな いことを しないようにして

いたために,わ た しは,あ んそ く
び し

日の ほんとうのせ いしんを知 るこ
にちよう び

とが で さ ま した 。そ して,日 曜 日
ひ

はほかの 日とはちがうことが,だ

んだん にわかってきま した。また,
ぴ

あんそく 日にふさわ しい ことをす
とき き も かん

る時 に,よ い気持ちを感 し'させ る
ちから

力があることも,わ かってきまし
び たいせつ

た。あんそく 日を大切 にす ると,
せいかつ なか かみ かん

生活の 中に神 さまのみたまを感U

る ことができ,い ろいろな ことが

かわ ってきます。そ して,そ の ほ
ひ せいかつ たす

かの 日の生活 にも,助 けがえられ
び たいせつ

ます 。あ んそ く 日を大切 に し,あ
び

んそ く日をさよくす ごす ごとがで
かみ

iきる よう にな る と,神 さ まの しゆ

う

くふくが受 けられ るようにな りま

す。｣
きようかい こ

教 会 の子 どもたちのため に,ダ
ちよう つぎ

ン長 ろう は,次 の よ うな メ ッセ ー
いちばん

ジを くだ さ'いま した 。｢一 番 す ば

ら しい しゅ くふ く は,ふ くいん に
せいかつ

したがって生活する ことからえ ら
おも とき

れ る と思 い ます 。時 に は,ふ くい
せいかつ

んに したがって生活する ことは,
お も

やさ しくないと思 うこともあるで
ちい

しょう 。で も,小 さ い ころか ら,
ぴ

あんそく 日をさよくす ごす という
まも

ようないましめを守 るようにす る
こうふく せいかつ

な らば,幸 福 な生活をおくる こと

ができ,た くさんの しゅくふくを
う

受 けることができます 。｣

翌

52



｣S

え

エ

カ

キ

ク

イ

ウ

ア

オ

た

一

一

一

一

一

一

一

一

こ

1

2

3

4

5

6

7

8

ワロ4`己●6

ロ吾⊆●牛

64工'q乙

64r△.に

ノ(口`'工

11r』!`●6

/1壬!=(f●声

!=ミ4=迅!.己

告9H玄ε861/繁(ρ穀蚕

4rl△'8

乙4E'∠

るレq乙'9

口壬こ〉'9

'(ヨ=口r､'ツ

64r△'ε

乙〔4'乙

4一≡ゼレ
。､り～～葺〉Ω∫》亘ΩΩ

一n但。(;甲つユ､り昇⊆甲£`μY⑦評?Y⑦2
究020

●

ー6
●も

斐κ→∠:κ4･と*〃∠r

､り響⊆･=P皐～2>ユ⊆Σ21=P1Ml砕



むら とし し た や にん

む濃1廷鵬 器2ζ鞠讐 空完:二㌶群 要
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ひ し た や

ある日,仕 立て屋 さんはむすごたち をよんでいいま した。
,｢わ しは,こ れ

脚鰯

繊照

議

照　耶

轍簾
欝
離購親 鱒騰餐 騨
お話:ビ バ リー･ス ワー ドロー･ブ ラ ウン

翻
　　 　お　　　 ロ

1欝･響!
諦 一 ～～

㌦
占

難_
瀦 轟難 ξ

蔦層甑 噌畿

謹響

麟

叢

･.磁

謬

59



ss毛卜冒11…垂｢ε861ノ/1曜些(ρ毅罷

。9つ睾巽≧ρ:翌く
.レ詣一壬⑦召目=pc

　マ

♀c玉3:コ飛`到りrりr4!≦;『。(9α9:⑦曾食.〈.レ泊.壬μつ三4α09⑦ら⑦つヨ
》4

α`箪}琴⊆甲つ』。9つ聖と1≧`(99紘自堕(》?孕/(》》区区?携翠囚rりr4/≦ 'ソ皐終'ソ
〈字畔週》畔

。9つ皐i勲り⊇
,一自α用翠}｢》♀尊⊆2`:)一つ老

ユコタえ

｢03ζユ再αミヲ翌E4`2r評aイ曾◎〉聖⊆O口α曾〉:)
,c些俸iに1日餉。掌

　ヨヰぽゼヰヰ　

曾〉ユ(二菖孕餌翻`ユ(二身⊇}1:由潤つα｣。9つ£､爪り翠}aイ♀万聖`?曾食 てネコ　マぬタ　をえ

。9つ皐､り､りユ｢》29乎卑りr一工2｢。2口旦μnασ9'⑦9Cヨo⊆.9ヨ障
>G

∠/1こ｢Ω一黒響¥`@♀。♀曾ミΩ⊆ムり蔦卑ユ厚盈:`(ヨ£α:華:耳⑦9つ;卑α｣
凌【へ鉢辞畔潔つ

。ヨつ鞘り､りμ/(4≦｢。詳重;幸⑬α笛`翠}し匙2｣
ツヨをコやド

｢。食聖つ円翠琴⊆こPつ`:倒=1}｢》♀善ユ耳Tlヨし之〉ユc琳孕∠/1
みノソ　をりつ　し

S､りつ羊異一こL中舞o食聖α@9:箪｢》2c.自⑦(η食.⊆P`2旧潮目⑦酵遙｣
　じの　ほくへをむほタなミつゆをマらまコをゆつくめ

。9つ£脅製ユ､り(ヨΩ翌.自(二皐暴2ゆ食`到αグ♀喜1ユ耳工l
f《摩鳶翠つ

。ヨn聖皐､りユq当:コε〉食`潤Y⑦笛｢。
一巨こL

蓄4;～oコぞ專

･向⊂皐星⑦(9α饗〉聖⑦9⊆｣oヨつ睾､りユ⊂耳"Y⑦題ヨ(二曇翠.自c皐畢
くネ　まゼえれコぞ　ゑくネ

`?～≧･自鯉孕乙(H9:引rりr4/≦。葺つ睾つμ畢〉ヨ9翌♂こ→`?9食〉(;∋1βn
R£ピ

｢。(譜ρ?2､り

つ厚⊆。つこP`つこP｣。章つ皐(汐老雲障目21⊆老つし君⊆`到｢》津暫ユ耳Tl
確噌r4つ

。9つ聖､爪りユa42塔聾卑りr一工2｢。⊆聖敬μつヨα`@(選n厚身｣
皐くへ

｢。こf)曾≡掃孕裂⊇∠α:β1つヨα｣。9つ睾､爪り21⊆老つ着‡…囚rdr4!≦`?～≧
,巨

　らセきネゆぜ

｢。⊆マn･(.レ吾壬聖呈=｢`日つ9(梁｣oヨつ鞘り､りユ(二?孕餌塑μ〈46
ぶザをむ　マ

『。⊆9心n?2､りn気β}亘?｢》且。､りα～≧し仁9首μ9

μ食>99準に津つC口μ992食Q』･Qヨ'∩聖Ω29マ卑四皐警ユ耳Tl
をゼつ

｢。
.食翠､り畠=?～Σ.飢りユC(詠`ユCミΩ(ヨつ2Rζ罎⑦r》皐尊q≧潤99

タ　つ　をマ

つ鐸α。食£口津2⊆?μ(》@｣。葺n名り､り⊃一甲便票μ/(4≦`?～}食
Q.｢巨轟

｢。(章n⑦⊆畠?kり9(入◎(〔功2阻≡4騨
やぶざ　

聖翠里`Ω2老。､り翼つこPi皐｢》､り9老9老。葺皐ユ､り(ヨ葺潤?α《9へり#こL皐
ギト》



｢どれどれ,ど んなのがかけたかな。｣ジ ャンがのぞきこみました。
かみ うし み

するとシャルルは紙を後ろにかくして,い いました。｢見ないでくれ。しょ
きん

う金をわたしにくれるならべつだがね。｣
おおごえ ふ こうへい きん

ピエールが大声でいいました。｢そ いつは不公平だ。しょう金をもらうの
がみ き

はわたしだ。わたしがかた紙を切りぬくのだから。｣
ふ く ひ と ひ と

｢ま てよ｣と ジャンがいいま した
。｢服 をぬ うのはわた しだぞ。一 はり一
きん

はり,て いねいにぬうのだ。 しょう金 はわた しのものだ。｣
はじ にん きようだい いちにちじゅう

こうしてけんかが始まり,3人 の兄 弟は一日 〔Pいいあらそいました。 や
よる あさ き

がて夜になり,朝 が来てもまだやめませんでした。そうこうするうちに,お
とう かえ とう にん こえ き

父さんが帰ってきました。お父さんは3人 のあらあらしい声を聞きつけて,
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｢かんたんですよ
。｣シ ャルルも小えだをおってみせました。
まえ

｢ピエール
,お 前もおれるかね 。｣

｢え え
,も ちろん。｣ピ エール も小 えだ をふたつにおりま した。｢で も,
いったいなん

それが一体何なのですか。｣
とう て

するとお父さんは,ほ うきを手にとりながらニッコリわらっていいました。

｢それじゃあ,こ のたばになっている小えだをおってみなさい。｣

むすごたちは,か わるがわるやってみました。でも,だ れもおることはで

きませんでした。
とう ぼん こ て

､お父さんは,お れた3本 の小えだを手にとっていいました。
きん じ ぷん

｢た しかに
,ひ とりでしょう金をもらうほうが,て いさいもいいし,自 分

ぶん おお こ おお ちから

のとり分も多い。しかし,こ の小えだのようにまとまっていれば,大 きな力
だ

が出せるのだ。｣
かお み あ

むすごたちは,は ずかしそうに顔を見合わせました。
たいせつ り かん

｢わたしたちは,大 切な時間をむだにしてしまった。もうおそすぎますよ,
とう

お父さん。｣シ ャルルはいいま した。
とう がみ

するとお父 さんはいいま した。｢そ んなことはない。.シャルル,か た紙を
ふ く じ き

テーブルにおきなさい。それからピエールが服地を切り,ジ ャンがぬうのだ。
ちから あ

力を合わせれば,す ばらしいドレスができるじゃろう。｣
にん きようだい ひ つぎ ひ ひ

それから3人 の兄 弟は,そ の日のばんから次の日の日ぐれまではたらいて,
きんようび

金曜日にはとうとうそのドレスをぬいあげました。
き い

おくさんは,そ のドレスをとても気に入ってくれました。しかしほかにも
き い きん ひと

っと気に入ったドレスがあったので,し ょう金はその人のものになってしま

いました。
にん き ようだい い え かえ 　

3人 の兄 弟は,だ まりこくって家へ帰っていきました。
とう

お父さんはいいました。｢だ いぶがっかりしているようじゃな。しかし,
まえ ちから あ つく

お前たちは力を合わせて,り っぱなドレスを作ったじゃないか。こんなにり

Jg
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第1回LDSス カ

ウトラリーに全国

から400名 が参加

□
昨年の末 日聖徒 スカウ ト

ジャンボリーに引 き続 き,

初 めての末日聖徒 スカウ トラリ

ーが9月15日 の祭 日
,東 京都江

戸川区江戸川河川敷において開

催 された。七十人第一定員会会

員 ロバー ト･L･バ ックマン長老を迎えた

ラ リー には,曇 り空の下,北 海道 から沖縄

までのステーキ部のアロン神権指導者など

約150名 の参加 と,東 京,埼 玉,神 奈川,群

馬,愛 知 県連盟のカブスカウ ト,ボ ーイス

カウ ト約250名 の参加 を得 た。

日本韓 国地域代表管理役員のブラッドフ

ォー ド長老の提示によりエ リアスカウ ト協

議会委員長の田中健治長老が中心 とな り企

画されたもので,ア ロン神権若い男性の活

動 の一部であるボーイスカウ トの日本 にお

ける活動状況 を,教 会幹部に知 って頂 き適

切 な指導 を受 け,各 団の友情 を深めること

を目的 とするものであった。 また指導者 に,

ア ロン神権若い男性の活動 とボースカウ ト

活動の関係 を理解 してもらうための初めて

の試みであった。

当日管理 されたバ ックマン長老は,ボ ー

イスカウ トァメ リカ連盟 の理事で もあり,

スカウ ト活動には長年にわた り功労のある

教会幹部のひ とりである。参加 したスカウ

トー人一人 と握手を交わし,自 らスカウ ト

としての模範 を示された。

●東京都江戸川区江戸川河川敷において開催さ'

れたLDSス カ ウトラリー

開会行事の中で田中長老 はスカウ トの三

条の誓い(1.神 と国とに誠 を尽 くし,｢お

きて｣を 守 ります。2.い つも他の入々を

助けます。3.体 を強 くし,心 を健 やかに,

徳 を養います)を 紹介し,ス カウ ト活動の

意義 を説明された。

また,バ ックマン長老 は最後に次のよう

に結 ばれた。｢『備えよ常 に』 『日々.の善行』

な

1癌 瞬 驚
象
ー難

夢

蝿 〆

ギ 聾

難

撫

●バックマン長老から記念の参加綬を受ける

スカウ トたち
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国
しも日本が 日本人の宣教師 を1,000

名 送 り出し,最 終的 にモンゴルや中

国に向けて10,000名 以上 の宣教師を派遣す

ることができたならば……その時私たちは

夢 を実現する第一歩 を踏 み出すことになる

のである。｣(ス ペ ンサー･W･キ ン ボール,

地 区代表 セ ミナーにおける説教,1974年4

月4日)

キ ンボール大管長が 日本人 は中国大陸へ

伝道 に行 くように話 されてすで に9年 たち

ました。私 は今か ら11年 前に教会員 とな り

ましたが,そ の頃か ら中国に伝道 に行 きた

い とい う強 い願望があったので,そ の年の

4月,大 学の中国語学科 に入 りました。 も

し中国伝道のために何かお役 に立て ること

があればいつで も主のために奉仕 したい と

思っていました。 しかし,日 本における中

国伝道の準備 はまった くなされてい ません

で した。

3年 前,東 京に神殿が建 った時,台 湾(中

華民国)の 教会員の方々 も日本 に儀式 を受

けに来ると聞いて少 しで も彼 らのために奉

仕で きれば と思い,休 職 し,半 年ほ ど台湾

こ向けて
●台湾からのレボート

台北東ステーキ部

台北第1ワ ード部

小針 彰彦

の大学で妻 と共 に中国語 を勉強 しました。

帰国後,住 まいが神殿 とかな り離れていま

したので十 分 とは言 えませ んが,台 湾 の

方々が来 られた時は微力ながら奉仕で きま

した。

もうそろそろ中国伝道の準備が始 まるだ

ろうと思ったのですが,一 向にその気配が

な く,こ のままではいつまでたっても中国

伝道は進 まないと感 じました。それ まで,

町 田ステーキ部内で中国語同好会や中国研

究会などを通 して若人 に中国語の学習や中

国研究について呼びかけをして きました。

しかしこの行動のみでは十分中国伝道 を押

し進 めることがで きないと思い,ず っ と悩

んでい ました。

ある時教義 と聖約第58章26節 か ら28節 の
ことこと

｢見 よ
,わ れ汝 らにすべての事 を悉 く命 ず
し とう よ

るは至当な らず。……人は努めて善き業に
な

従い,多 くの事をその自由意志によりて為

し,多 くの正 しき事を為 し遂げよ｣と いう

聖句が目に留 まり,何 かで胸 を差 し貫かれ

る思いが しました。何かの行動を起 こすよ

うに指示 を受 けるまで何 もせず怠惰な気持

62
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じ額でした。私たちはその時,主 に守 られ

ていることがはっきり分か りました。 そし

て主のためにもっと頑張 らなければならな

いと思いました。

最近 になって日頃のアルバ イ トのや り過

ぎと暑 さのために私は とうとう倒れてしま

い,激 痛があ りました。医者 に診 てもらう

と尿道管結石(尿 道に石がたまる病気)と

いうことでした。石の大 きさを調べるので

レン トゲンを撮 ると言われ ました。翌 日,
いや

私は伝道部長 より癒 しの儀式 を受 けました。

す ると次 の日,痛 みが止 まり,病 院でレン

トゲン撮影をしたのですが石がどこにも見

当たらないと言 うのです。医者は首をか し

げるばか りで,ど こに も悪 い所がないか ら

す ぐ帰 るように言われました。また家族 も

疲れか らいろいろな病気にかか りましたが,

主 から祝福 されて皆健康 を快復 しました。

台湾は第2次 世界大戦終了 までの50年 余

にわた り日本が統治 し,教 育 も日本語で行

なわれてきました。戦後,台 湾 は中国に返

還され,言 語 は中国語 とな りました。 しか

し今 も日本語,台 湾語 はできて も中国語 を

聞 き,話 す ことので きない人々がいます。

台湾の伝道部ではこれらの人々に伝道する

ために,日 本人宣教師 を必要 としています。

これらの人々には日本語 を使 って しか福音

を宣べ伝 えられないのです。 もちろん伝道

する時は日本語だけでな く,一 般の人々に

は中国語で も伝道するのですが,中 国語の

方は3カ 月 もすればある程度話す ことがで

きる と日本語の上手な台湾の伝道部長は語

ってい ます。 また,さ らに日本人の宣教師

が台湾に召されるのを一 日千秋の思いで待

ってお られ ます。

台湾での伝道ばか りでな く,時 至 って中

国大陸(中 華人民共和国)が 福音の門戸 を

開 き,日 本人宣教師がその地 を訪れる時 こ

そ,キ ンボール大管長のビジ ョンが現実 と

なる時なのです。(こ ばり･あ きひご)

異国の地(台湾)に召され

瀟謹 灘 歎 一
め り 　 ぽ

麹畷 脇;

藤繊
鞠 購凱辮

讐
難 窪霧灘lll}1

翫 轟
セ

貼 葦葺寮昏再〃､｢

台湾高雄伝道部
名古屋西ステーキ部岩倉支部出身

丹 羽 敦

囹
年の4月,異 国の地である台湾に専

任宣教師 として召 され ました。台湾

の兄弟姉妹や 日本にいる私の家族,そ して

主か らの愛 と励 まし,助 けを得て神様のみ

業 に励む ことがで きます ことを深 く感謝 し

ています。

昨年の11月,父 を軟骨 肉種(ガ ン)で 亡

くして,私 と母,そ して寝たきりの身体障

害者である弟 との3人 家族 となり,伝 道 に

出られるか心配 してい ました。 しか し幸い

にも,母 は私が伝道 に出るのを快 く許 して

くれ,そ の上し っか りやってきなさい と励

まして くれました。母の思いや りと愛をう

れ しく思っています。

名古屋か ら召 された最初の9日 間は,東
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する者 を豊 に愛すべし。｣(教義 と聖約112:

10-11)

神 は生 きておられます。私たちを導いて

祝福を与えて下 さる神 に感謝 してい ます。

(にわ･あ つし)

日本語と中国語の伝道

台湾高雄伝道部
横浜ステーキ部横浜第1ワ ード部出身

土持 博徳

國
めて中国語に触れたのは,約2年 前

のことです。 それまではまった く中

国語を勉強 した経験がな く,中 国人の風俗

習慣などの知識 もきわめて乏 しいもので し

た。けれ ども,い つの 日か中国で伝道 した

いという気持ち と短期間に中国語 を理解 し,

話 せるようにな りたい との強い思 いから奮

起 して台湾へ渡 りました。

まった く何 も知 らない地へひ とりで行 く

のは とて も不安でした。 日本で小針兄弟か

ら紹介 していただいた台北 にいる林さんが

唯一の頼 りで,そ の方からの好意 と援助に

よって1カ 月後には無事,台 北国立師範大

学の国語セ ンターに入学することがで きま

した。

ここでの授業はすべて中国語(北 京語)

で行 なわれるので初めの間はまった く先生

の話が理解できませんで した。それで毎 日,

授業 のために3倍 の時間,予 習,復 習 を続

けました。その内に段々 と先生の言ってい

ることが分かってきた時はなん ともいえな

い うれ しさが込み上 げてきました。

また毎週 日曜 日,台 北の教会に行 くこと

により,言 葉があまり分 らな くても教会の

いろいろな活動に参加 し,中 国人の中に積

極的に入 っていくことにより,言 葉だけで

はな く,風 俗習慣,民 族性 といった ものを

じかに学ぶ ことがで きました。

中国人 と日本人 は同じ東洋人 ですので姿

形は似かよっていますが,風 俗習慣,民 族

性 となる とその違いの大 きさに驚 きます。

しかし,こ のような違いがあっても教会 の

いろいろな活動を通 して彼 らと接 してい く

内に,共 に同じ神様の子供であ り,キ リス

トの下にあってひ とつになることがで きる

という思いを強 く致 しました。 また台北 の

会員か ら受けた数々の素晴 らしい模範や愛

はいつ まで も忘れることはで きません。

現在自分の夢,希 望がかなって主の直接

の僕,宣 教師 として中国の人々に福音 を伝

える機会が与 えられていることに深 く感謝

しています。

台南で伝道 していた時,あ る家族 に日本

語でレッスンをする機会があ りました。御

主人の郭 さんは旧日本軍の通訳 をしていた

ζともあって北京語 よ り日本語の方が よく

理解できます。奥 さんも日本語がよ く分 り

ますのですべてのレッス ンを日本語で しま

した6郭 さんは今年64歳 にな られ ます。18

年前病気 をきっか けにキ リス トを信 じるよ
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った生活 をするなら必ずやその模範 によっ

て育 って くれ るだ.ろうと信 じ,努 力 して き

たつもりですし,今 もその気持 ちに変わ り

あ りません。 それが故 に,長 男 には こうあ

ってほしい,こ うあるべ きだ と期待 をかけ

て しまい,そ れが子供 にとって負担 になっ

ていることを知った時,自 分の子育 ての至

らなさを恥 じました。4人 の子供にはそれ

ぞれ違った個性があり,育 てていて とて も

楽 しい ものです。 そうは言って も,ふ た り

目が生 まれた時が一番大変で した。神に絶

対の信頼 をおいて祈 り,努 力することによ

って導 きが得 られ,子 育ての要領 も分かっ

て くるよう･になります と,3人 目か らは何

人生 まれて も同 じと思えるほどにな りまし

た。

長男が生 まれた頃は,教 会の中で小 さい

子供がいるのは私たちだ けで したので,子

供が動 くと霊的雰囲気がな くなるか ら決 し

て 自分の手元か ら離 さないようにと言われ

た ことがありました。その時は自分 自身の

こと以上 に身を切 られる思いでした。母親

にとって日曜 日は,一 番気疲れする日です。

子供が風邪を引いて教会 に行かれない日は,

ほっとしてうれ しか ったこともあ りました。

私たちに も生活の波があるように子供 にも

波が あります。あの子は静か にしているか

ら良 い子,こ の子は騒 ぐか ら悪い子 と思い

がちですが,気 を付 けなけれ ばならない こ

とと思います。子供 にもいろいろなタイプ

があって,言 われな くても静かな子,言 っ

てす ぐに聞 く子,言 っても言 っても聞かな

い子 と様々ですが,言 って もなかなか聞か

なかった子が,あ る日突然言い続 けていた

ことを聞き分けて くれた時のうれしさは,

例 えようがあ りません。 また,こ れ まで祈

り続 けてきた ことが聞き届 けられた ことに

よって今 までの苦労 も一遍 に吹きとんで し

まいます。 この｣件 から,祈 り続 けること

の大切さを子供から教 えられ ました。

良い子は良い子な りに得 るものがあ りま

すが,わ んぱ くであれぼあるほ どその子か

ら得 るもの,教 えられることもた くさんあ

ります し,謙 遜 にして くれ ます。 また人の

良い所を見つけるように教 えて くれたの も

子供 でした。

教育には時間がかかると言 った人がい ま

す。何で も短時間でやろうとすると無理が

きて失敗す ることが多 く,親 が焦れば焦る

ほど子供 は親か ら離れてい くようです。焦

らずに心をかけて人の子 を見 る余裕を持っ

て育 てられた らといつ も思っています。

自分の子供だ けでな く,ま た教会内の子

供たち一人一人 に関心を払い,声 をかけて

励 ましてあげた り,注 意 をしてあげること

によって,教 会内の敬度 さを育むことかで

きるのではないで しょうか。 どの子 も神の

子 として見 ることがで きるようになるなら,

子供 たちを適切 に助 けられると思い ます。

支部評議会の時,子 供たちが うるさ くて

と言われたことがあ ります。評議会の後で

ある兄弟は,｢私 は子供 のことは気 にならい

が,昔 少女だった人のひそひそ話の方が も

っと気になる｣と 言い ました。 とて も耳の

いたい言葉で した。

4人 の子供に等 しく心 をかけていないと,

時 々失敗 します。次男は最近良い状態だ と

思 って,わ んぱ くな三男 に集中 していると,

ポ ッと何か問題 を起 こして しまいます。ひ

とりが良ければひ とりが良 くなかった りで,

4人 一緒に良か った り悪かった りすること

はあ りません。ですか らいつも4人 平等に
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ショックで1週 間食事がのどを通 らない人,

眠 れない人,ふ さぎ込む人,怒 りっぽ くな

る人な ど様々で した。

私は家 に帰 って も,会 社の閉鎖 について

は憂慮 していた ものの,教 会の責任 があり

毎 日忙 しく働 いていました。特に私は東京

神殿がオープンして以来,毎 週火曜 日の夜

は神殿での責任を果た して きました。妻 も

よ く協力して くれ,い つも車で駅 まで送 り

迎 えして くれ ます。その日はいつ も夕食 を

取 ると夜 の11時 半頃 にな りますが,休 まず

続 けていました。そのほかに妻 も私 もステ

ーキ部の責任があ りましたので ,会 社のこ

とばか り心配する訳 にもいかず,食 事をお

いしくいただ き,ベ ッ ドに入ると疲れてぐ

っす りと眠るいつ もと変わらぬ日々 を送 っ

てい ました。

ある日妻が｢私 たちも教会の教 えを知 ら

ず,責 任を持 っていなければ心配で病気 に

で もな りかねないで しょうね。 これだけで

も祝福ですね｣と 言いましたが,ま った く

その通 りだ と思いました。 しかし,私 がこ

れほど落ち着いてい られたのには,私 たち

家族が守 られているとい うもうひとつの証

があっ たのです。

会社 の閉鎖発表の3日 前,あ る会社の部

長が我が社を訪問され,そ の方 と話をして

いた時のことで した。 その時,こ の会社の

責任者 と会 う約束 を得 るように心が動かさ

れ ました。私 はそれがみた まの導 きのよう

に感 じましたので,(主 の導 きを受け る時

は,最 後 までその意味が完全 に理解できな

い こともしぼしばあ りましたので)何 の用

件で会 うのか分か らないまま面会のお願い

をしました。この ことがあったため,閉 鎖

の話 を聞いた時にす ぐ,就 職の件で神が前

もって道 を備 えて下 さったと感 じました。

それで社長 と会 う前に,社 長自身 とその会

社が関心 を示す と思われる試作品を急いで

作 りました。 このサ ンプルは1平 方 メー ト

ルほどの ものですが,妻 もミシンでブルー

の布カバーを作 って くれ ました。

いよいよその会社 の社長 と会 う日,断 食

をして出向きました。サ ンプルを持 って社

長室 に入 ると重役の方が遠 くからふた り来

られていて,彼 らに私の試作品を見て もら

うととても気 に入 られ喜ばれ ました。｢会社

が閉鎖 したので私 はどこに務めるか分か り

ません｣と 話 しましたらとて も驚かれ,社

長 も重役の方 も我が社 にとっては良いニュ

ースだ と言って笑 ってい ました。｢良かった

らぜひ我が社 に｣と 親切に言って下 さいま

したが,そ の場では返事をためらいました。

なぜな らあまりにも職種が違っていたか ら

です。

夕方になって社長 と部長 とで料亭 に行 き,

酒 を飲む段になりました。私はクリスチャ

ンであり知恵の言葉 を守っていることを伝

えました。社長は最初 けげんそうに聞いて

い ましたが,決 して社長 を軽んじて酒 を断

わっているのではないことが分か ると本気

で私の話 を聞いて下 さい ました。そ して帰

る頃 に｢大 坂 さんは魅力的な人 です。あな

たのような人 は初 めてです｣と 言われまし

た。おそらく,私 の ように社長 に酒を勧 め

ないような客 は初 めてだ ったのでしょう。

また,｢近 日中に部長 とドイツへ市場調査 に

行って くれ ませんか。そうすればうちの会

社の業界 を理解 していただ く上 で参考にな

ると思います。けれ ども就職先 を決めるの

は自由に,他 社で も好 きなように選 んで下

さい｣と 言われ ました。私 はこの言葉に感
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